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　4月11日（土）に第10 回歩く健康づくり大会「ア
プトの道・碓氷湖散策コース」が約 130 人の皆さ
んが参加し、開催されました。
　初夏を思わせる陽気の中、参加した皆さんは碓
氷峠の春を楽しみながら約 6.7km のコースを散策
しました。

歩く健康づくり大会
Ｐ２～５　特定健診・後期高齢者健診のご案内
Ｐ６　　　子育て応援特別手当について
Ｐ７　　　福祉医療費が拡充されます　ほか

38第 号

人　口  　63,538 人 　 （－95）
　男　  　31,066 人  　（－50）
　女　  　32,472 人 　 （－45）
世帯数　  23,575 世帯  （＋11）

住民基本台帳人口（３月末日現在）
※（　）内は前月との比較

人口と世帯人口と世帯人口と世帯人口と世帯人口と世帯

豊かな自然と歴史に包まれてひとが輝くやすらぎのまち豊かな自然と歴史に包まれてひとが輝くやすらぎのまち豊かな自然と歴史に包まれてひとが輝くやすらぎのまち豊かな自然と歴史に包まれてひとが輝くやすらぎのまち

市長対話の日
５月 23 日（土）　支所　第２会議室
受付時間：午前 10 時～正午
６月はお休みです

平成 21年平成 21 年平成 21 年平成 21 年平成 21 年



特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
で
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
防
ご
う

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
で
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
防
ご
う

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
で
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
防
ご
う

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
で
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
防
ご
う

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
で
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
防
ご
う

２
広
報
あ
ん
な
か
　
２
０
０
９
年
５
月
号

３
市
  役
  所
　
  
３
８
２
－
１
１
１
１

平
成
2
1
年
度

特
定
健
診
・
後
期
高
齢
者
健
診
の
ご
案
内

特
定
健
診
と
は

　
特
定
健
診
は
、
病
気
の
早
期
発
見
・
治
療
よ
り
も
、
発
症
す
る
前
に
異
常
を
発

見
し
、
生
活
習
慣
改
善
に
よ
り
予
防
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）
の
人
や
そ
の
予
備
群

の
人
を
選
び
出
し
、
生
活
習
慣
改
善
の
た
め
の
支
援
（
特
定
保
健
指
導
）
に
つ
な

げ
る
た
め
の
も
の
で
す
。

個
別
健
診
と
集
団
健
診

　
健
診
は
、
医
療
機
関
で
受
け
る
「
個
別
健
診
」
ま
た
は
日
時
・
会
場
を
決
め
て

受
診
す
る
「
集
団
健
診
」
が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
か
一
方
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

受
診
票
・
受
診
券

　
市
で
お
送
り
す
る
受
診
票
・
受
診
券
は
下
表
の
と
お
り
。
5月
下
旬
に
お
送
り
し
ま
す
。

（
75
歳
に
な
る
人
で
会
社
な
ど
の
健
康
保
険
の
加
入
者
を
除
く
）

7
5
歳
以
上
の
人
は

　
75
歳
以
上
の
人
の
健
診
も
同
じ
会
場
、
同
じ
医
療
機
関
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
健
診
項
目
は
ほ
ぼ
同
じ
で
す
の
で
、
生
活
習
慣
病

の
予
防
の
た
め
、
体
調
管
理
の
た
め
、
積
極
的
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
75
歳
以
上
の
人
で
生
活
習
慣
病
な
ど
で
定
期
的
な
治
療
を
受
け
て
い
る
人
は
健
診
を
受
け
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

会
社
な
ど
の
健
康
保
険
加
入
者
の
ご
家
族
は

※
加
入
さ
れ
て
い
る
健
康
保
険
か
ら
受
診
券
、
受
診
で
き
る
医
療
機
関
、
日
時
な
ど
の
案
内
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
い
こ
と
は
ご

加
入
の
健
康
保
険
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

※
Ｐ
４
で
お
知
ら
せ
す
る
医
療
機
関
で
は
、
会
社
な
ど
の
健
康
保
険
に
加
入
者
し
て
い
る
ご
家
族
の
特
定
健
診
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す

※
４
月
１
日
以
降
に
安
中
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
た
人
で
、
受
診
を
希
望
す
る
人
は
下
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
合
せ

▼本
庁
国
保
年
金
課
国
保
係
・
健
康
課
予
防
係
（
☎
３
８
２
－
１
１
１
１
）

40
～

74
歳
の

安
中
市
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者

特
定
健
康
診
査
受
診
票
・
受
診
券

75
歳
に
な
る

安
中
市
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者

特
定
健
康
診
査
受
診
票
・
受
診
券

後
期
高
齢
者
健
康
診
査
受
診
票
・

受
診
券
（
兼
用
）

75
歳
に
な
る
人
で

会
社
な
ど
の
健
康
保
険
の
加
入
者

後
期
高
齢
者
健
康
診
査
受
診
票
・

受
診
券

※
75

歳
の
誕
生
日
を
過
ぎ
た
ら

お
送
り
し
ま
す

76
歳
以
上
の
人

後
期
高
齢
者
健
康
診
査
受
診
票
・

受
診
券

年
に
１度
の
健
診
で
あ
な
た
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を

　
  受
け
て
安
心！
　
受
け
て
納
得！
！
　
受
け
て
健
康！
！！

健
診
の
流
れ

①
受
診
票
・
受
診
券

が
送
ら
れ
て
き
た

ら
個
別
健
診
か
集

団
健
診
へ
②
特
定
健
診
を
受
診

し
ま
し
ょ
う

保
険
証
と
受
診

票
・
受
診
券
を
忘

れ
ず
に
③
健
診
結
果
が
通
知
さ
れ

ま
す
特
定
保
健
指
導
が
必
要

な
人
に
は
別
に
「
利
用

券
」
を
お
送
り
し
ま
す
④
特
定
保
健
指
導
を

受
け
ま
し
ょ
う

無
料
で
受
け
ら
れ

ま
す

受
診
期
間
な
ど

受
診
期
間

受
付
時
間

料
金

受
診
場
所

受
診
時
に

持
参
す
る
も
の

受
診
時

の
注

意

結
果
通
知

個
別
健
診
：
平
成
２
１
年
６
月
１
日
～
平
成
２
１
年
１
１
月
３
０
日
ま
で

集
団
健
診
：
Ｐ
５
の
日
程
表
の
と
お
り

午
前
中
の
み
（
集
団
健
診
は
午
前
９
～
１
１
時
）

無
料

Ｐ
４
の
医
療
機
関
ま
た
は
Ｐ
５
の
集
団
健
診
会
場
（
ど
ち
ら
か
一
方
で
受
け
ら
れ
ま
す
）

※
集
団
健
診
は
地
区
割
り
に
よ
り
実
施
し
て
い
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

①
ご
自
身
の
保
険
証
 

②
特
定
健
康
診
査
〔
後
期
高
齢
者
健
康
診
査
〕
受
診
票
・
受
診
券
 

③
採
尿
し
た
尿
容
器
（
集
団
健
診
の
み
）

①
朝
食
は
食
べ
ず
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い

②
質
問
票
は
必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い

③
安
中
市
国
民
健
康
保
険
か
ら
抜
け
た
人
は
受
診
で
き
ま
せ
ん

　
※
万
一
、
受
診
し
た
場
合
は
全
額
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
の
で
、
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い

④
個
別
健
診
と
集
団
健
診
の
い
ず
れ
か
一
方
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い

　
※
重
複
し
て
受
診
し
た
場
合
は
後
か
ら
受
け
た
健
診
費
用
が
全
額
自
己
負
担
に
な
り
ま
す

⑤
後
期
高
齢
者
医
療
加
入
者
で
市
外
に
転
出
し
た
人
は
受
診
で
き
ま
せ
ん

⑥
安
中
市
人
間
ド
ッ
ク
と
の
重
複
受
診
は
で
き
ま
せ
ん

⑦
医
療
機
関
に
よ
っ
て
は
予
約
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す

個
別
健
診
は
医
療
機
関
、
集
団
健
診
は
市
か
ら
郵
送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

検
査
内
容

基
本
的
な
健
診
項
目
（
必
須
項
目
）

診
察
な
ど
…
問
診
・
身
体
計
測
・
理
学
的
所
見
・
血
圧
測
定
　
　
　
肝
機
能
…
Ｇ
Ｏ
Ｔ
・
Ｇ
Ｐ
Ｔ
・
γ
ー
Ｇ
Ｔ
Ｐ

脂
質
…
中
性
脂
肪
・
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
・
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

代
謝
系
…
空
腹
時
血
糖
・
Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
・
尿
糖
　
　
　
　
　
　
　
　
　
尿
・
腎
機
能
…
尿
た
ん
ぱ
く

詳
細
な
健
診
項
目
（
医
師
が
必
要
と
し
た
人
の
み
）

貧
血
…
赤
血
球
数
・
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
・
ヘ
マ
ト
ク
リ
ッ
ト
　
　
　
　
そ
の
他
…
心
電
図
検
査
・
眼
底
検
査

※
生
活
保
護
を
う
け
て
い
る
４
０
歳
以
上
の
人
の
健
診
も
同
時
に
実
施
し
ま
す

※
６
５
歳
以
上
で
要
支
援
・
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
人
は
、
心
身
の
状
況
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
「
生
活
機
能
評
価
」
も
同
時
に
実
施

し
ま
す
。
受
診
票
右
面
の
「
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
も
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
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齢
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実
施
医
療
機
関
（
個
別
健
診
）

平
成
21
年
度

安
中
市
国
保
特
定
健
康
診
査
・
後
期
高
齢
者
健
康
診
査
日
程
表
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（

集
団
健
診
）

※
１
※
２

※
２

※
２

※
２

※
２

※
２

※
１
※
２

※
２

※
１
※
２

ア
ミ
ヤ
医
院

有
坂
内
科
医
院

い
の
う
え
整
形
外
科
内
科

ク
リ
ニ
ッ
ク

い
わ
い
中
央
ク
リ
ニ
ッ
ク

上
杉

医
院

大
貫
ク
リ
ニ
ッ
ク

岡
田

医
院

お
に
か
た
医
院

く
ろ
さ
わ
医
院

公
立
碓
氷
病
院

櫻
井
内
科
医
院

さ
わ
や
か
ク
リ
ニ
ッ
ク

正
田

病
院

☎
38
5－
15
11

☎
38
1－
04
85

☎
38
0－
17
17

☎
38
1－
22
01

☎
38
1－
04
48

☎
38
0－
11
81

☎
38
5－
82
55

☎
38
5－
13
51

☎
39
3－
53
11

☎
38
5－
82
21

☎
38
5－
85
51

☎
38
2－
81
11

☎
38
2－
11
23

※
２

※
１
※
２

※
２

※
２

※
２

※
１
※
２

※
２

城
田

医
院

須
藤

病
院

高
橋

医
院

田
口

医
院

武
井
内
科
循
環
器
科

半
田
内
科
医
院

藤
巻

医
院

堀
口

医
院

本
多

病
院

松
井
田
病
院

み
や
ぐ
ち
医
院

茂
木
内
科
医
院

☎
38
5－
78
58

☎
38
2－
31
31

☎
38
2－
22
10

☎
39
3－
17
31

☎
39
3－
10
05

☎
38
5－
60
31

☎
39
3－
13
24

☎
38
1－
02
29

☎
38
2－
12
55

☎
39
3－
13
01

☎
38
4－
11
26

☎
38
2－
25
10

５
０
音
順
　
　
　

注
意
事
項

◆
保
険
証
と
受
診
票
・
受
診
券
は
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
受
診
票
・
受
診
券
裏
面
の
質
問
票
は
必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
65
歳
以
上
の
人
は
受
診
票
右
面
の
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
も
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
午
前
中
の
み
の
受
診
と
な
り
ま
す
。
朝
食
を
食
べ
ず
に
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

◆
医
療
機
関
に
よ
っ
て
は
予
約
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
会
社
な
ど
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
ご
家
族
の
特
定
健
診
も
上

記
医
療
機
関
で
受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
１
…
眼
底
検
査
が
可
能
な
医
療
機
関
で
す

※
２
…
予
約
が
必
要
な
医
療
機
関
で
す

個
別
健
診
に
関
す
る
問
合
せ

▼
本
庁
国
保
年
金
課
国
保
係
（
☎
３
８
２
－
１
１
１
１
）

集
団
健
診
に
関
す
る
問
合
せ

▼本
庁
健
康
課
予
防
係
（
☎
３
８
２
－
１
１
１
１
）

◆
受
付
時
間
　
午
前
９
時
～
11
時

◆
持
参
す
る
も
の
　
ご
自
身
の
保
険
証
、
受
診
票
・
受
診
券
と
採
尿
し
た
尿
容
器

◆
朝
食
を
食
べ
ず
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
食
後
で
は
正
確
な
結
果
が
出
ま
せ
ん
。

地
区
会
場

後
閑

公
民
館

秋
間

公
民
館

岩
野
谷

公
民
館

板
鼻

公
民
館

磯
部

公
民
館

実
施
日

９
月
１
日
(火
)

９
月
２
日
(水
)

９
月
３
日
(木
)

９
月
４
日
(金
)

９
月
７
日
(月
)

９
月
８
日
(火
)

９
月
９
日
(水
)

９月
10
日
(木
)

９月
15
日
(火
)

９月
16
日
(水
)

９月
17
日
(木
)

該
　
当
　
地
　
区

１
区
・
２
区
・
３
区

４
区
・
５
区

１
区
・
２
区

３
区
・
４
区
・
５
区

１
区
・
２
区
・
３
区
・
４
区

５
区
・
６
区
・
７
区

１
区
・
３
区
・
４
区

２
区
・
５
区

１
区
・
４
区

２
区
・
５
区
１
～
15
組

３
区
・
５
区
16
～
32
組

後 閑 秋 間 岩 野 谷 板 鼻 磯　 部

地
区

会
場

東
横
野

公
民
館

原
　
市

公
民
館

実
施
日

９月
24
日
(木
)

９月
25
日
(金
)

９月
18
日
(金
)

９月
29
日
(火
)

９月
30
日
(水
)

10
月１
日
(木
)

10
月８
日
(木
)

９月
28
日
(月
)

10
月２
日
(金
)

10
月５
日
(月
)

10
月６
日
(火
)

10
月７
日
(水
)

10
月９
日
(金
)

該
　
当
　
地
　
区

１
区
・
２
区
・
３
区

４
区
・
５
区
・
６
区

１
区
・
２
区
・
３
乙
区

３
甲
区

４
区
５
区
・
６
区

７
区
・
８
区
・
９
区

１
区
・
６
区
・
７
区

２
区
・
２
－
２
区

３
区
・
11
区

４
区
・
９
区

５
区
８
区
・
10
区
・
12
区

東 横 野 原　 市 安　 中

保 健 セ ン タ ー

（ 市 役 所 内 ）

安
中
地
区

会
　
　
　
　
場

保
健
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所
内
）

松
井
田
保
健
セ
ン
タ
ー

（
松
井
田
支
所
内
）

実
　
施
　
日

６
月
27
日
（
土
）

９
月
27
日
（
日
）

10
月
４
日
（
日
）

７
月
26
日
（
日
）

８
月
30
日
（
日
）

土
日
健
診

地
　
区

九
十
九

細
野

坂
本

臼
井

西
横
野

松
井
田

会
　
　
　
　
場

九
十
九
創
作
館

細
野
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

入
牧
い
き
が
い
セ
ン
タ
ー

坂
本

公
民

館
臼

井
小

学
校

横
川
東
住
民
セ
ン
タ
ー

西
横
野
定
住
セ
ン
タ
ー

八
城
西
住
民
セ
ン
タ
ー

松
井
田
保
健
セ
ン
タ
ー

（
松
井
田
支
所
内
）

実
　
施
　
日

７
月
31
日
(金
)

８
月
３
日
(月
)

８
月
４
日
(火
)

８
月
５
日
(水
)

８
月
６
日
(木
)

８
月
７
日
(金
)

８
月
27
日
(木
)

８
月
24
日
(月
)

８
月
25
日
(火
)

８
月
26
日
(水
)

８
月
28
日
(金
)

８
月
31
日
(月
)

９
月
11
日
(金
)

該
　
当
　
地
　
区

下
増
田
・
高
梨
子
・
国
衙
百
石
・
小
日
向

土
塩
西
・
土
塩
東
・
新
井

上
増
田
東
・
上
増
田
西

入
牧
１
区
・
２
区

坂
本
１
区
・
２
区
・
原

五
料
西
・
五
料
中
・
五
料
東

横
川
東
・
横
川
西

上
人
見
・
法
正
寺
・
塚
原
・
大
王
寺
・
高
野
谷
戸

二
軒
在
家
・
烏
留
北
・
烏
留
南
・
別
所

八
城
西
・
八
城
東
・
行
田

源
ヶ
原
・
上
本
町
・
本
町
・
新
堀
中
宿
・
琵
琶
の
窪

新
町
・
森
崎
・
上
町
・
仲
町

下
町
・
紺
屋
町
・
北
横
町
・
南
横
町
・
新
田

松
井
田
地
区

注
意
事
項

※
結
核
検
診
（
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
）
は
別
日
程
と
な
り
ま

す
の
で
、
申
し
込
ん
だ
人
に
は
9
月
下
旬
に
あ
ら
た
め

て
受
診
通
知
を
お
送
り
し
ま
す
。

※
前
立
腺
が
ん
検
診
を
同
時
に
行
い
ま
す
が
、
受
診
票
が

異
な
り
ま
す
の
で
、
申
し
込
ん
だ
人
は
忘
れ
ず
に
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

医
療
機
関
名

※
平
日
都
合
が
悪
い
人



不
審
な
電
話
や
郵
便
物
が
届
い
た
ら
▼

市
役
所
（
☎
３
８
２

－

１
１
１
１
）

群
馬
県
警
察
振
り
込
め
詐
欺
被
害
防
止
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
（
24
時
間
受
付
）（
☎
０
２
７

－

２
２
４

－

５
４
５
４
）

警
察
相
談
（
＃
９
１
１
０
）・
安
中
警
察
署
（
☎
３
８
１

－

０
１
１
０
）・
松
井
田
警
察
署
（
☎
３
９
３

－

０
１
１
０
）

６広報あんなか　２００９年５月号

支
給
対
象
と
な
る
子
▼

平
成
14
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
17
年
４
月
１
日
ま
で
の
間

の
生
ま
れ
で
、
次
の
い
ず
れ
か
の
要
件
に
該
当
す
る
子
ど

も
が
支
給
の
対
象
と
な
り
ま
す

１
．
同
一
世
帯
内
で
、
平
成
２
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
子
の
中
で
数
え
て
第
２
子
以
降
の
子

２
．
別
居
し
て
い
る
子
も
含
め
て
同
じ
方
に
扶
養
さ
れ
て

い
る
平
成
２
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
子
の
中

で
数
え
て
第
２
子
以
降
の
子

※

医
療
保
険
な
ど
が
同
一
の
人
の
扶
養
と
な
っ
て
い
る
必

要
が
あ
り
ま
す

支
給
対
象
者
▼

「
支
給
対
象
と
な
る
子
」
の
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主

支
給
要
件
▼

「
支
給
対
象
と
な
る
子
」・「
支
給
対
象
者
」
に
つ
い
て
は
次

の
い
ず
れ
か
の
要
件
に
あ
て
は
ま
る
人
に
限
り
ま
す

１
．
平
成
21
年
２
月
１
日
（
以
下
、
基
準
日
と
い
い
ま
す
）

に
安
中
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人

２
．
基
準
日
に
安
中
市
の
外
国
人
登
録
原
票
に
登
録
さ
れ

て
い
る
人
の
う
ち
、
特
別
永
住
者
や
在
留
資
格
を
有

し
て
在
留
し
て
い
る
人
（
短
期
滞
在
の
資
格
で
在
留

し
て
い
る
人
は
除
き
ま
す
）

手
当
額
▼
支
給
対
象
と
な
る
子
１
人
に
つ
き
３
万
６
千
円

支
給
方
法
▼
原
則
と
し
て
口
座
振
込     

申
請
手
続
▼

平
成
21
年
２
月
１
日
を
基
準
日
と
し
、
安
中
市
の
住
民
基

本
台
帳
で
確
認
で
き
る
支
給
対
象
と
な
る
子
が
属
す
る
世

帯
主
に
は
申
請
書
を
郵
送
し
ま
し
た
の
で
、
申
請
書
に
必

要
事
項
を
記
載
し
、
必
要
書
類
を
同
封
し
て
、
市
子
ど
も

課
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
間
▼
４
月
１
日
（
水
）
〜
10
月
１
日
（
木
）（
当
日

消
印
有
効
）

※

安
中
市
の
住
民
基
本
台
帳
で
確
認
で
き
な
い
人
（
子
と

別
居
中
な
ど
の
場
合
）
に
は
申
請
書
は
郵
送
さ
れ
ま
せ

ん
の
で
、
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
人
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

※

必
要
書
類
の
申
請
者
の
公
的
身
分
証
明
書
が
必
要
で
な

い
場
合
や
他
の
書
類
が
必
要
な
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
郵
送
さ
れ
た
申
請
書
と
同
封
の
お
知
ら
せ
を

よ
く
ご
覧
く
だ
さ
い

※

郵
送
し
ま
し
た
申
請
書
に
同
封
し
た
「
お
知
ら
せ
」
に

は
申
請
期
限
が
９
月
30
日
と
あ
り
ま
す
が
、
記
載
間
違

い
で
す
の
で
訂
正
い
た
し
ま
す

子
育
て
応
援
特
別
手
当
て
の
給
付
に
つ
い
て

子
育
て
応
援
特
別
手
当
て
の
給
付
に
つ
い
て

子
育
て
応
援
特
別
手
当
て
の
給
付
に
つ
い
て

子
育
て
応
援
特
別
手
当
て
の
給
付
に
つ
い
て

子
育
て
応
援
特
別
手
当
て
の
給
付
に
つ
い
て

国
は
多
子
世
帯
の
幼
児
教
育
期
の
子
育
て
の
負
担
に
配
慮
す
る
観
点
か
ら
、
本
年
度
限
り
の
措
置
と
し
て
、
幼
児

教
育
期
に
あ
る
第
２
子
以
降
の
子
が
い
る
世
帯
の
世
帯
主
に
対
し
て
、
子
育
て
応
援
特
別
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

問
合
せ
▼
本
庁
子
ど
も
課

子
ど
も
育
成
係
（
☎
３
８
２

－

１
１
１
１
）

　

市
で
は
定
額
給
付
金
と
子
育
て
応
援
特
別
手
当
の

給
付
に
向
け
た
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
か

ら
の
申
請
に
お
い
て
不
明
な
点
が
あ
っ
た
場
合
は
、

市
か
ら
問
い
合
わ
せ
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

市
や
県
、
国
が
Ａ
Ｔ
Ｍ（
現
金
自
動
預
払
機
）
の
操
作

を
お
願
い
す
る
こ
と
や
、
支
給
の
た
め
の
手
数
料
な

ど
の
振
込
を
求
め
る
こ
と
は
、
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　

定
額
給
付
金
や
子
育
て
応
援
特
別
手
当
の
支
給
を

装
っ
た
振
り
込
み
詐
欺
な
ど
の
発
生
も
予
想
さ
れ
ま

す
の
で
、
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

不
審
な
電
話
や
郵
便
物
が
届
い
た
ら
、
市
役
所
や

警
察
署
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ご
注
意
く
だ
さ
い

　
　
「
振
り
込
め
詐
欺
」



７ 市  役  所　  ３８２－１１１１

医
療
費
助
成
制
度
が

拡
充
さ
れ
ま
し
た

問
合
せ
▼

本
庁
国
保
年
金
課
給
付
係

　
　
　
　
（
☎
３
８
２

－

１
１
１
１
）

支
所
住
民
税
務
課
国
保
年
金
係

　
　
　
　
（
☎
３
９
３

－

１
１
１
３
）

小
学
校
６
年
生
ま
で
通
院
医
療
費
が
無
料
に
な
り
ま
す

　

市
で
は
、
小
学
校
３
年
生
ま
で
児
童
が
医
療
機
関
な
ど
に
通
院
し
た
場
合
、
医
療
費
の
無
料
化
を
実
施
し
て

い
ま
し
た
が
、
平
成
21
年
４
月
１
日
か
ら
小
学
校
６
年
生
ま
で
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
の
４
月
か
ら
医
療
機

関
な
ど
に
通
院
お
よ
び
入
院
す
る
場
合
は
、
健
康
保
険
証
と
福
祉
医
療
受
給
資
格
者
証
を
事
前
に
窓
口
へ
提
示

し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者
▼

通
院
医
療
費
：
乳
幼
児
〜
小
学
校
６
学
年
ま
で
（
現

物
給
付
）

入
院
医
療
費
：
乳
幼
児
〜
中
学
校
３
学
年
ま
で
（
小

学
校
６
学
年
ま
で
現
物
給
付
・
中
学
生
は
償
還
払
い
）

現
物
給
付…

医
療
機
関
が
直
接
市
に
請
求
し
ま
す
。

医
療
機
関
窓
口
で
の
支
払
は
あ
り
ま
せ
ん
。

償
還
払
い…

診
療
時
に
窓
口
で
診
療
費
の
自
己
負
担

分
を
一
旦
お
支
払
い
い
た
だ
き
、
後
日
、
給
付
を
申

請
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
受
給
資
格
者
証
に
つ
い
て

　

本
庁
国
保
年
金
課
ま
た
は
支
所
住
民
税
務
課
で
、

申
請
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
請
が
必
要
な
人
▼
平
成
21
年
４
月
か
ら
小
学
校
５

年
生
と
６
年
生
に
な
っ
た
児
童

※
小
学
校
１
年
生
と
小
学
校
４
年
生
に
な
ら
れ
た
児

童
に
つ
い
て
は
、
郵
送
し
ま
し
た

受
付
場
所
▼
本
庁
国
保
年
金
課
（
２
番
の
窓
口
）・

支
所
住
民
税
務
課
（
５
番
の
窓
口
）

持
参
す
る
物
▼
印
鑑
（
朱
肉
を
使
う
も
の
）・
お
子

さ
ん
の
保
険
証
（
コ
ピ
ー
）

長
寿
医
療
費
助
成
制
度
に
つ
い
て

　

平
成
21
年
４
月
１
日
か
ら
、
１
０
０
歳
以
上
の
高

齢
者
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
医
療
費
の
自
己
負
担
分
に

つ
い
て
助
成
す
る
「
医
療
費
助
成
制
度
」
が
始
ま
り

ま
し
た
。
こ
の
制
度
は
、
本
市
に
５
年
以
上
住
所
を

有
す
る
１
０
０
歳
以
上
の
皆
さ
ん
が
対
象
と
な
り
ま

す
。

申
請
・
助
成
の
方
法
▼「
被
保
険
者
証
」
を
医
療
機

関
の
窓
口
に
提
示
し
、
医
療
費
の
自
己
負
担
分
を
一

旦
支
払
っ
て
頂
き
、
後
日
「
福
祉
医
療
費
支
給
申
請

書
」
に
よ
り
市
に
請
求
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の
▼
領
収
書
・
保
険
証
・
申
請
者

の
身
分
証
明
書
（
運
転
免
許
証
な
ど
）・
印
鑑
（
朱

肉
を
使
う
も
の
）・
通
帳

※

往
診
の
車
代
、
予
防
注
射
な
ど
の
保
険
対
象
外
の

も
の
は
請
求
で
き
ま
せ
ん 

※

支
払
い
は
、
口
座
振
り
込
み
で
す

　
「
安
中
都
市
計
画　

都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全

の
方
針
」（
都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
）
の
変
更
に
つ
い

て
、
公
聴
会
な
ど
で
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
の
意
見
を
反
映
し
て

策
定
し
た
都
市
計
画
案
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

○
対
象
と
な
る
都
市
計
画
案

都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
変
更

※

別
途
、
安
中
都
市
計
画
区
域
と
松
井
田
都
市
計
画
区
域
の
統

合
手
続
を
進
め
て
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
に
伴
っ
て
都
市
計
画
区

域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
も
一
つ
に
な
り
ま
す

○
都
市
計
画
案
の
縦
覧

縦
覧
期
間
▼
５
月
15
日
（
金
）
〜
29
日
（
金
）（
土
・
日
曜
を
除
く
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
ま
で

縦
覧
場
所
▼
群
馬
県
都
市
計
画
課
・
群
馬
県
安
中
土
木
事
務
所
・

安
中
市
都
市
整
備
課

○
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

都
市
計
画
案
に
つ
い
て
意
見
の
あ
る
人
は
、
住
所
・
氏
名
・
意

見
を
明
記
し
た
意
見
書
を
群
馬
県
知
事
あ
て
提
出
で
き
ま
す（
５

月
29
日
（
金
）
必
着
）

意
見
書
提
出
期
間
▼
５
月
15
日
（
金
）
〜
29
日
（
金
）

意
見
書
提
出
先
▼
郵
送
ま
た
は
各
縦
覧
会
場
へ
の
提
出

宛
先
：
〒
３
７
１

－

８
５
７
０　

前
橋
市
大
手
町
１

－

１

－

１

県
庁
都
市
計
画
課

問
合
せ
▼
群
馬
県
都
市
計
画
課
（
直
通
）（
☎
０
２
７

－

２
２
６

－

３
６
５
４
）

安
中
市
都
市
整
備
課
計
画
開
発
係
（
☎
３
８
２

－

１
１
１
１
）

都
市
計
画
区
域
マ
ス
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　 現 在 、 市 の 独 自 調 査 で は 、 介 護 老 人 福 祉 施 設 （ 特 別 養

護 老 人 ホ ー ム ） に ４ ５ ４ 人 も の お 年 寄 り が 入 所 申 し 込 み

を さ れ て い ま す 。 ほ と ん ど の 人 が 、 要 介 護 者 で す 。 市 で は 、

こ の よ う な 状 態 を 重 く 受 け 止 め 、 つ ぎ の よ う に 施 設 整 備

計 画 を 立 て ま し た 。 平 成 21 年 度 に 40 名 規 模 の 介 護 付 有 料

老 人 ホ ー ム と 20 名 規 模 の 介 護 老 人 健 康 施 設 （ 老 健 ） の 増 床 、

翌 年 度 に 30 名 規 模 の 同 施 設 の 増 床 、 翌 々 年 度 に 80 名 規 模

の 介 護 老 人 福 祉 施 設 の 整 備 を 計 画 に 位 置 づ け ま し た 。 こ

れ ら の 整 備 は 、 入 所 待 機 者 解 消 に 向 け て の 努 力 目 標 的 な

要 素 も 併 せ 持 っ て い ま す 。 ま た 、 住 み 慣 れ た 地 域 で 地 域 の

特 性 に 応 じ た 多 様 で 柔 軟 な サ ー ビ ス が 受 け ら れ る 地 域 密

着 型 サ ー ビ ス で は 、 小 規 模 多 機 能 居 宅 介 護 を ２ 施 設 、 認

知 症 対 応 型 通 所 介 護 （ 認 知 デ イ ） を １ 施 設 、 整 備 目 標 に

加 え ま し た 。

　 多 様 化 し な が ら 増 大 す る 高 齢 者 ニ ー ズ に 応 え て い く た

め に は 、 将 来 を 見 据 え た 高 齢 者 施 策 を 計 画 的 に 実 施 し て

い く こ と が 何 よ り も 重 要 で あ る と 考 え ま す 。 今 後 と も 、 多

様 な ニ ー ズ を 精 査 し 、 適 切 な 給 付 管 理 に 務 め て い き ま す 。

　 ま た 、 介 護 予 防 に つ い て は 、 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー の 体

制 強 化 を し て 、 松 井 田 支 所 に 常 駐 す る 職 員 を 置 き 、 計 画

期 間 内 に 基 準 整 備 数 の ３ チ ー ム 化 を 目 指 し ま す 。 こ れ に

よ り 、 全 市 的 な サ ー ビ ス 供 給 体 制 が 整 い ま す 。 介 護 予 防

と は 、 「 常 時 介 護 を 必 要 と し 、 ま た は 日 常 生 活 を 営 む の に

支 障 が あ る 状 態 の 軽 減 ま た は 悪 化 の 防 止 」 と 定 義 さ れ て

い ま す 。 こ の た め 、 介 護 予 防 サ ー ビ ス を 提 供 を す る に は 、

生 活 機 能 の 維 持 ・ 改 善 を 積 極 的 に 目 指 す こ と が 基 本 と さ

れ て い ま す 。 サ ー ビ ス 提 供 期 間 を 設 け 、 生 活 機 能 の 維 持 ・

改 善 効 果 を 定 期 的 に 評 価 し 、 つ ぎ の ケ ア プ ラ ン に い か す

こ と が 重 要 な こ と に な っ て い ま す 。 こ の 評 価 の 繰 り 返 し に

よ っ て 、 状 態 の 維 持 や 改 善 の 可 能 性 が 高 い 人 は 、 重 度 化 す

る こ と な く 自 ら が 完 全 に 失 っ て い な い 機 能 の 回 復 が 見 込

ま れ る の で す 。 そ の た め に 、 地 域 支 援 事 業 と し て 、 介 護 予

防 事 業 や 包 括 的 支 援 事 業 、 任 意 事 業 な ど の 各 種 施 策 に 取

り 組 み ま す 。

　 65 歳 以 上 の 人 の 保 険 料 （ 表
－

２ 参 照 ） は 、 市 で 介 護 サ ー

ビ ス に か か る 費 用 を ま か な え る よ う に 算 出 さ れ た 「 基 準

額 」 を 基 に 、 所 得 に 応 じ た 段 階 に よ っ て 決 定 し ま す 。 事

業 計 画 を 取 り ま と め て い く 中 で 、 65 歳 以 上 の 人 の 保 険 料

の 基 本 と な る 基 準 額 は 、 「 ４ ６ ， ８ ０ ０ 円 （ 年 額 ） 」 と す

る こ と が 決 ま り ま し た 。 い ま ま で の 基 準 額 よ り ２ ， ４ ０

０ 円 （ ５ ． ４ ％ 増 ） 増 額 と な っ て い ま す 。

　 今 回 の 改 定 を 詳 し く 見 ま す と 、 第 １ 段 階 か ら 第 ３ 段 階

ま で の 人 の 調 整 率 を 法 に 基 づ き 軽 減 し 、 第 ４ 段 階 の 人 の

う ち 所 得 が 一 定 額 よ り 低 い 人 に は 、 昨 年 10 月 に 制 度 改 正

さ れ た 任 意 の 軽 減 制 度 を 適 用 し ま し た 。 そ の 財 源 と し て 、

介 護 保 険 準 備 基 金 の 繰 越 金 が 充 て ら れ ま す 。 ま た 、 い ま

ま で の 第 ６ 段 階 の 人 は 、 第 ６ 段 階 と 第 ７ 段 階 に 細 分 化 す

る な ど 、 負 担 能 力 に 応 じ た き め 細 か な 対 応 が で き る よ う

に 、 保 険 料 段 階 が 見 直 さ れ ま し た 。

　 こ れ に よ り 、 第 １ 段 階 か ら 第 ４ 段 階 の 軽 減 者 ま で の 人

（ 54 ％ ） は 、 い ま ま で の 保 険 料 よ り 減 額 と な り 、 そ れ 以

外 の 人 （ 46 ％ ） が 増 額 と な り ま す 。 全 体 で は 、 １ ％ の 伸

び に 留 ま っ て い ま す 。

　 ま た 、 介 護 に 従 事 す る 人 の 処 遇 を 改 善 す る た め に 、 介

護 報 酬 が プ ラ ス ３ ％ 改 定 さ れ た 増 額 分 が 介 護 報 酬 に 反 映

さ れ ま す が 、 国 で は 緊 急 特 別 対 策 に よ り 、 「 介 護 従 事 者

処 遇 改 善 臨 時 特 例 交 付 金 」 を 交 付 し て 、 保 険 料 が 急 激 に

上 昇 し な い よ う な 対 策 （ 図

－

１ 参 照 ） が 行 な わ れ て い ま

す 。 平 成 21 年 度 及 び 平 成 22 年 度 の 介 護 保 険 料 の 上 昇 分 の

う ち 、 介 護 報 酬 改 定 に 伴 う 増 加 分 は 、 交 付 金 （ 国 費 ） に

よ り 軽 減 さ れ ま す 。 平 成 21 年 度 は 、 改 定 に よ る 上 昇 分 の

全 額 が 軽 減 、 平 成 22 年 度 は 改 定 に よ る 上 昇 分 の 半 額 が 軽

減 さ れ ま す 。 市 の 交 付 金 は 、 ３ １ ， ０ ５ １ ， ２ ４ ０ 円 が

３ 月 に 交 付 さ れ 、 基 金 と し て 積 み 立 て ら れ て い ま す 。

　 こ の 制 度 は 、「 介 護 を 社 会 全 体 で 支 え る 仕 組 み 」 と し て 、

40 歳 以 上 の み な さ ん 全 員 の 助 け 合 い 精 神 に 基 づ く 社 会 の

仕 組 み で 成 り 立 っ て い ま す 。 み な さ ん の ご 理 解 ・ ご 協 力

を お 願 い い た し ま す 。 表
－
２
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上
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　 　 　 　 ス タ ー ト し ま す　 　 　 　 ス タ ー ト し ま す
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　 平 成 12 年 度 に 始 ま っ た 介 護 保 険 制 度 は 、 在 宅 サ ー ビ ス を 中 心 に

サ ー ビ ス 利 用 が 急 速 に 拡 大 す る な ど 、 老 後 の 安 心 を 支 え る 仕 組 み

と し て 着 実 に 定 着 を し て き ま し た 。 高 齢 者 が で き る だ け 住 み 慣 れ

た 地 域 の 中 で 自 立 し 、 安 心 し て 暮 ら し 続 け る こ と が で き る 社 会 を

構 築 し て い く た め の 指 針 と し て 、 事 業 計 画 を 策 定 し て さ ま ざ ま な

施 策 を 展 開 し て い ま す 。 今 回 は 、 ３ 年 ご と の 事 業 計 画 の 見 直 し に

よ り 、 第 ４ 期 計 画 と し て 新 し い 枠 組 み で ４ 月 か ら ス タ ー ト し ま す 。

介 護 予 防 を 重 点 に 負 担 は 微 増介 護 予 防 を 重 点 に 負 担 は 微 増介 護 予 防 を 重 点 に 負 担 は 微 増介 護 予 防 を 重 点 に 負 担 は 微 増介 護 予 防 を 重 点 に 負 担 は 微 増

　 高 齢 化 ・ 核 家 族 化 ・ 少 子 化… 。 こ こ 数 十 年 の 間 に 、

家 族 を と り ま く 環 境 は 大 き く 変 わ っ て き ま し た 。

少 子 高 齢 化 の 急 速 な 進 展 に よ り 、 「 多 く の 現 役 世 代

で 少 数 の 高 齢 者 を 支 え る 」 こ と を 前 提 と し た 制 度

や 仕 組 み 、 慣 行 な ど を 維 持 し て い く こ と が 困 難 に

な り 、 幅 広 い 分 野 で 変 革 が 迫 ら れ て い ま す 。

　 市 の 高 齢 化 率 （ 表

－

１ 参 照 ） は 、 制 度 が 導 入 さ れ

た 平 成 12 年 が ２ １ ． ４ ％ で し た が 、 平 成 17 年 に は ２

４ ． ７ ％ 、 平 成 20 年 に は ２ ５ ． ６ ％ 、 平 成 23 年 推 計

で は ２ ７ ． ８ ％ に 、 「 団 塊 の 世 代 」 が い よ い よ 高 齢

者 と な り 始 め る 平 成 26 年 推 計 で は ３ ２ ． ２ ％ に 進

展 し て い く も の と 予 想 さ れ て い ま す 。 ３ 人 に １ 人

が 65 歳 以 上 の 高 齢 者 に な る も の と 推 測 さ れ ま す 。

　 今 回 見 直 さ れ た 計 画 で は 、 ３ 年 前 に 創 設 さ れ た

「 介 護 予 防 」 と 「 自 立 支 援 」 を よ り 一 層 充 実 す る こ

と に 重 点 が 置 か れ 、 制 度 の 持 続 可 能 性 や 介 護 に 従

事 す る 人 の 処 遇 改 善 、 介 護 サ ー ビ ス の 質 の 向 上 な

ど が 改 正 さ れ て い ま す 。

　 ま ず 、 制 度 の 持 続 可 能 性 の 改 正 で す が 、 介 護 保

険 の 財 源 （ グ ラ フ

－

１ 参 照 ） は 、 原 則 と し て 公 費

50 ％ 、 保 険 料 50 ％ と な っ て い ま す 。 保 険 料 の 負 担 は 、

65 歳 以 上 の 第 １ 号 被 保 険 者 が い ま ま で の 19 ％ か ら

20 ％ に 引 き 上 げ ら れ 、 40 歳 以 上 64 歳 以 下 の 第 ２ 号

被 保 険 者 が い ま ま で の 31 ％ か ら 30 ％ に 引 き 下 げ ら

れ ま し た 。 市 の 介 護 サ ー ビ ス 費 と 地 域 支 援 事 業 費

の 総 額 は 、 平 成 20 年 度 が 約 37 億 円 と 見 込 ま れ ま す

の で 、 そ の １ ％ の 約 ３ ， ７ ０ ０ 万 円 が い ま ま で の

第 １ 号 被 保 険 者 の 保 険 料 に 加 算 さ れ ま す 。 ま た 、

保 険 者 の 機 能 の 強 化 と し て 、 低 所 得 者 に 配 慮 し た

保 険 料 設 定 を 可 能 と す る と と も に 、 要 介 護 認 定 調

査 項 目 の 見 直 し や 介 護 サ ー ビ ス の 適 正 化 強 化 な ど

の 改 正 が 行 な わ れ て い ま す 。

　 つ ぎ に 、 介 護 保 険 料 の 算 出 基 礎 と な る 介 護 サ ー

ビ ス 等 の 標 準 給 付 費 の 総 額 で す が 、 第 ４ 期 計 画 の

３ 年 間 の 給 付 費 見 込 額 は 約 １ ３ １ 億 円 、 介 護 予 防

の た め の 地 域 支 援 事 業 費 が 約 ４ 億 円 、 併 せ て 約 １

３ ５ 億 円 が 必 要 額 と 見 込 ま れ ま す 。 在 宅 の 要 介 護

者 が 利 用 す る 「 居 宅 サ ー ビ ス 」 と 要 支 援 者 が 利 用

す る 「 介 護 予 防 サ ー ビ ス 」 が あ り 、 「 施 設 サ ー ビ ス 」

は 、 要 介 護 者 の み が 利 用 で き る 根 幹 の 制 度 は 変 わ

り ま せ ん 。 こ の 費 用 の 中 に は 、 介 護 に 従 事 す る 人

の 処 遇 改 善 の た め に 、 介 護 報 酬 が プ ラ ス ３ ％ 改 定

さ れ て い ま す 。 こ の 保 険 給 付 等 に 必 要 な 総 額 か ら

公 費 及 び 第 ２ 号 被 保 険 者 負 担 分 等 を 控 除 し て 、 第

１ 号 被 保 険 者 数 で 除 す る と 第 ４ 期 介 護 保 険 の 基 準

額 が 求 め ら れ ま す 。 こ の 基 準 額 に 、 所 得 段 階 別 の

率 を 乗 ず る と 保 険 料 額 が 求 め ら れ ま す 。

　 こ の よ う に 、 改 正 さ れ た 内 容 を 反 映 し た 計 画 案

は 、 １ 月 18 日 に 介 護 保 険 運 営 協 議 会 （ 茂 木 正 毅 会 長 ）

に 諮 問 さ れ 、 住 民 代 表 ・ 保 健 ・ 医 療 ・ 福 祉 関 係 者 ・

学 識 経 験 者 な ど 12 人 の 委 員 で 構 成 さ れ る 協 議 会 の

中 で 審 議 さ れ 、 幅 広 い 意 見 ・ 要 望 が 盛 り 込 ま れ ま

し た 。 そ し て 、 ２ 月 27 日 に 答 申 と し て ま と め あ げ ら

れ た 計 画 書 が 市 長 に 手 渡 さ れ ま し た 。

超 高 齢 社 会 が 背 景

施 策 の 展 開 保 険 料 改 定 と 交 付 金

財 源 構 成 の 改 正

サ ー ビ ス 見 込 量 と 保 険 料

諮 問 と 答 申

答
申
を
受
け
る

岡
田
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と
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長
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）

グ
ラ
フ
－
１
　
介
護
保
険
の
財
源

国
　
20
％

　
　
調
整
交
付
金
　
５％

保
険
料
（
第
２
号
保
険
者
）

　
30
％

群
馬
県

12
.5
％

保
険
料
（
第
１
号
保
険
者
）

保
険
料
（
第
１
号
保
険
者
）

　
20
％

　
20
％

市
　
12
.5
％

市
　
12
.5
％

保
険
料
（
第
１
号
保
険
者
）

　
20
％

市
　
12
.5
％

図
－
1　
保
険
料
上
昇
抑
制
の
イ
メ
ー
ジ

今
ま

で
の

保
険

料
今

ま
で

の
保

険
料

今
ま

で
の

保
険

料

全額
を国

が負
担

半額
を国

が負
担

特別
対策

に伴
う

保険
料（

月額
）

の変
動

国の
負担

分

改定
によ

る
増加

分

自然
増分

を
含む

保険
料

平成
20

年度
平成

21
年

4月
平成

22
年

4月
平成

23
年

4月
平成

24
年度

年
額
保
険
料

22
,2
00

26
,6
00

33
,3
00

44
,4
00

55
,5
00

66
,6
00

調
整
率

0.
50

0.
60

0.
75

1.
00

1.
25

1.
50

年
額
保
険
料

21
,0
00

（
21
,3
00
）

23
,4
00

（
23
,7
00
）

32
,7
00

（
33
,10
0）

42
,10
0

（
47
,4
00
）

46
,8
00

（
47
,4
00
）

58
,5
00

（
59
,2
00
）

70
,2
00

（
71
,10
0）

81
,9
00

（
82
,9
00
）

調
整
率

0.
45

0.
50

0.
70

0.
90

1.
00

1.
25

1.
50

1.
75

第
１
段
階

の
人

第
２
段
階

の
人

第
３
段
階

の
人

第
４
段
階
の人

第
４
段
階

の
人

第
５
段
階

の
人

第
６
段
階

の
人

第
７
段
階

の
人

○
生
活
保
護
受
給
者
の
人

○
老
齢
福
祉
年
金
受
給
者
で
世
帯
全
員
が
市
県

民
税
非
課
税
の
人

○
世
帯
全
員
が
市
県
民
税
非
課
税
の
人
で
、
前
年

の
合
計
所
得
金
額
と
年
金
収
入
の
合
計
が
80

万
円
以
下
の
人
等

○
世
帯
全
員
が
市
県
民
税
非
課
税
の
人
で
、
第
２

段
階
に
該
当
し
な
い
人

○
世
帯
の
誰
か
に
市
県
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る

が
、
本
人
は
前
年
の
合
計
所
得
金
額
と
年
金
収

入
の
合
計
が
80
万
円
以
下
の
人
等

○
世
帯
の
誰
か
に
市
県
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い

て
、
第
４
段
階
軽
減
者
に
該
当
し
な
い
人

○
本
人
が
市
県
民
税
課
税
で
、
前
年
の
合
計
所

得
金
額
が
20
0
万
円
未
満
の
人

○
本
人
が
市
県
民
税
課
税
で
、
前
年
の
合
計
所

得
金
額
が
40
0
万
円
未
満
の
人

○
本
人
が
市
県
民
税
課
税
で
、
前
年
の
合
計
所

得
金
額
が
40
0
万
円
以
上
の
人

所
　
　
得
　
　
段
　
　
階

第
　
４
　
期

第
　
３
　
期

介
護
保
険
施
行
令
附
則

第
11
条
第１
項か
ら第

４項
に該
当す
る人

※
下
段
（
　
）
は
特
例
基
金
適
用
前
の
保
険
料



１０広報あんなか　２００９年５月号

※市では中小企業退職金共済制度などについても補助金の交付を行なっています。
※詳しくは谷津庁舎商工観光課商業振興係（３８２－１１１１）までお問い合わせください。

　制度名　

融資対象者

　

資 金 使 途

　

融資限度額
（ 上 限 ）

　

融 資 期 間

　

利 率
（ 年 利 ）

申 込 期 間
　

取扱金融機関
（申込先）

　

問い合わせ先

　

備　　　考

小　口　資　金

市内で同一事業を１年以上営
んでいる中小企業者及び中小
企業等協同組合
※市税の「未納税額のないこ
との証明書」を添付及び連
帯保証人も同様の証明書を
添付
※保証協会の保証付
※審査会の審査あり

運転資金
（１年間利子補給あり）
設備資金
（３年間利子補給あり）
※設備資金の事前購入や事前
着工は対象外
※利子補給は再借入れまでの
申込が対象

1,250万円

　

運転：６年以内
設備：８年以内
運転と設備が併用の場合：

６年以内
（据置はそれぞれ６カ月以内）

2.50%
　

年間随時
※毎月の申込締切日に注意

市内の銀行、信用金庫、信用
組合の各本支店

　

商工観光課・支所地域振興課
又は取扱金融機関
　

※保証料は自己負担
※要件に基づく借換制度あ
り
（平成21年度末まで）

特  別  小  口  資  金

市内で同一事業を１年以上営んで
いる小規模企業者〔常時使用する
従業員が20人以下（商業・サービ
ス業にあっては５人以下）〕
※保証人は不要
※市税の「未納税額のないこと
の証明書」を添付及び市県民税
の納税証明書を添付
※保証協会の保証付
※審査会の審査あり

運転資金
（１年間利子補給あり）
設備資金
（３年間利子補給あり）
※設備資金の事前購入や事前着工
は対象外
※利子補給は再借入れまでの申込
が対象

　

1,250万円

　

運転：６年以内
設備：８年以内
運転と設備が併用の場合：

６年以内
（据置はそれぞれ６カ月以内）

2.50%
　

年間随時
※毎月の申込締切日に注意

市内の銀行、信用金庫、信用組合
の各本支店　　　　　　

　　　　
商工観光課・支所地域振興課又は
取扱金融機関
　　

特別小口資金については、他の保
証付の融資と併用することができ
ない
※保証料は自己負担
※要件に基づく借換制度あり　
（平成21年度末まで）

中小企業短期資金

市内の中小企業者

　

運転資金
（ボーナス資金等で、
季節的に短期運転資金
が必要なとき）

　

300万円

　

夏期：５カ月以内
冬期：３カ月以内

　　　　

1.80%
　

夏期：６月１日から
冬期：10月１日から

市内の銀行、信用金
庫、信用組合の各本支
店
　

取扱金融機関

　

※保証付の場合の保証
料は自己負担

勤労者住宅建設資金

市内に１年以上居住、又は
市内の同一事業所に１年
以上勤務する勤労者
※市税の滞納がないもの

　

市内の専用住宅について
①敷地を取得する場合
（ただし１年以内に新
築すること）
②新築・増築・改築する
場合
③住宅を取得する場合
※面積の制限あり
（３年間利子補給あり）
※利子補給は新築の専用
住宅を建設又は取得し
た場合が対象

500万円

　

20年以内

　

2.70%
　

年間随時
　

市内の銀行、信用金庫、
信用組合、農業協同組合
の各本支店
　

商工観光課・支所地域振
興課
　

※新築土地330㎡以下
（１年以内に新築）、
家屋132㎡以下

※増改築土地165㎡以
下、家屋33㎡以上99㎡
未満

勤労者生活資金

市内に住所を有し、か
つ、１年以上継続して居
住している勤労者で、同
一事業所に１年以上継続
して勤務しているもの
※市税の滞納がないもの

　

１、医療費
２、冠婚葬祭費
３、教育費
４、交通事故処理費
５、災害復旧費
６、耐久消費財購入等
７、育児休業に伴う生活
費

８、その他生活関連費用
で、市長が必要と認
めるもの（資金の借
換は不可）

１世帯あたり200万円
（ただし、当該融資の完
済後は、再融資を受け
られる）

５年以内
（ただし、資金使途が育
児休業に伴う生活費の
場合は、据置１年以内が
可能）

2.40%
　

年間随時
　

中央労働金庫安中支店

　

取扱金融機関

　

※保証付の場合の保証料
は自己負担
※融資枠が一杯になり次
第締め切とします

平成２１年度　安中市の制度融資案内



１１ 市  役  所　  ３８２－１１１１

平
成
21
年
第
１
回
安
中
市
議
会
定
例
会
報
告

　

３
月
３
日
か
ら
23
日
に
か
け
て
、
21
日
間
の
日
程
で
平
成
21
年
第
１
回
安
中
市
議
会

定
例
会
が
開
催
さ
れ
、
安
中
市
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
な
ど
、

51
議
案
を
市
長
が
提
出
し
ま
し
た
。

○
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

○
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

○
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

○
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

○
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

○
群
馬
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
の
規
約
変
更
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て

○
安
中
市
小
中
学
校
適
正
規
模
及
び
配
置
に
関
す
る
審
議
会
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○
安
中
市
長
寿
医
療
費
助
成
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○
安
中
市
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

○
安
中
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

○
安
中
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

○
安
中
市
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

○
安
中
市
体
育
施
設
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

○
安
中
市
福
祉
医
療
費
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

○
安
中
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

○
安
中
市
小
口
資
金
融
資
促
進
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

○
群
馬
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
の
規
約
変
更
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て

○
群
馬
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
規
約
変
更
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て

○
安
中
市
原
市
第
一
学
童
ク
ラ
ブ
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

○
安
中
市
原
市
第
二
学
童
ク
ラ
ブ
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

○
安
中
市
磯
部
学
童
ク
ラ
ブ
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

○
安
中
市
障
害
者
福
祉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

○
安
中
市
在
宅
重
度
心
身
障
害
者
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ふ
れ
あ
い
の
家
公
の
施
設
の
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

○
安
中
市
小
規
模
通
所
授
産
施
設
ワ
ー
ク
秋
桜
ま
つ
い
だ
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の

指
定
に
つ
い
て

○
安
中
市
舞
茸
等
生
産
施
設
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

○
安
中
市
農
産
物
直
売
所
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

○
碓
氷
峠
の
森
公
園
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

○
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

○
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

○
平
成
20
年
度
安
中
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

○
平
成
20
年
度
安
中
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

○
平
成
20
年
度
安
中
市
老
人
保
健
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

○
平
成
20
年
度
安
中
市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

○
平
成
20
年
度
安
中
市
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

○
平
成
20
年
度
安
中
市
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

○
平
成
20
年
度
安
中
市
健
康
増
進
施
設
恵
み
の
湯
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

○
平
成
20
年
度
安
中
市
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

○
平
成
20
年
度
安
中
市
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

○
平
成
21
年
度
安
中
市
一
般
会
計
予
算

○
平
成
21
年
度
安
中
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

○
平
成
21
年
度
安
中
市
老
人
保
健
特
別
会
計
予
算

○
平
成
21
年
度
安
中
市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

○
平
成
21
年
度
安
中
市
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

○
平
成
21
年
度
安
中
市
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

○
平
成
21
年
度
安
中
市
健
康
増
進
施
設
恵
み
の
湯
事
業
特
別
会
計
予
算

○
平
成
21
年
度
安
中
市
水
道
事
業
会
計
予
算

○
平
成
21
年
度
安
中
市
病
院
事
業
会
計
予
算

○
平
成
21
年
度
安
中
市
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
会
計
予
算

○
安
中
市
介
護
従
事
者
処
遇
改
善
臨
時
特
例
基
金
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○
平
成
20
年
度
安
中
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
８
号
）

○
平
成
20
年
度
安
中
市
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）
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平 成 21 年 度

各 予 算 の あ ら ま し各 予 算 の あ ら ま し各 予 算 の あ ら ま し各 予 算 の あ ら ま し各 予 算 の あ ら ま し

　 平 成 21 年 度 の 安 中 市 一 般 会 計 、 特 別 会 計 お よ び 公 営 企 業 会 計 の 予 算

を お 知 ら せ し ま す 。

　 資 源 の 高 騰 や サ ブ プ ラ イ ム ロ ー ン 問 題 を 契 機 に １ ０ ０ 年 に 一 度 と い

わ れ る 世 界 的 な 景 気 の 悪 化 に よ り 、 本 市 の 一 般 会 計 に つ い て も 歳 入 の

根 幹 で あ る 市 税 を 中 心 に 一 般 財 源 が 大 き く 減 少 す る 見 込 と な っ て い ま

す 。 し か し 、 小 中 学 校 な ど の 耐 震 化 な ど 緊 急 に 対 応 す べ き 社 会 資 本 整

備 に 取 り 組 む た め 、 経 常 経 費 の 徹 底 的 な 削 減 を 図 り な が ら 、 真 に 必 要

な 事 業 や 新 た な 行 政 需 要 へ の 重 点 的 な 配 分 に 努 め た 予 算 を 作 成 し ま し

た 。
一
般
会
計
予
算
　
22
9
億
7,
60
0
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
前
年
度
当
初
予
算
比
＋
5.
5％
）

特
別
会
計
予
算
合
計
13
0
億
1,
31
0
万
2
千
円

（
前
年
度
当
初
予
算
比
-5
.0
％
）

各
特
別
会
計
の
予
算
額

平
成
21
年
度
一
般
会
計
予
算
で
の
主
な
事
業
と
予
算
額

歳
入
歳
出
の
主
な
内
訳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※（
　
）
内
は
全
体
に
占
め
る
割
合

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

老
人
保
健
特
別
会
計

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

介
護
保
険
特
別
会
計

下
水
道
事
業
特
別
会
計

健
康
増
進
施
設
恵
み
の
湯
事
業
特
別
会
計

40
億
4,
14
0
万
3
千
円

13
億
42
4
万
8
千
円

2
億
51
5
万
2
千
円

（
前
年
度
当
初
予
算
比
　
+0
.5
％
）

（
前
年
度
当
初
予
算
比
　
-2
.2
％
）

（
前
年
度
当
初
予
算
比
　
-4
.7
％
）

68
億
2,
32
1
万
5
千
円

72
2
万
8
千
円

6
億
3,
18
5
万
6
千
円

（
前
年
度
当
初
予
算
比
　
-1
.9
％
）

（
前
年
度
当
初
予
算
比
　
-9
8.
8％
）

（
※
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の
移
行
に
伴
う
予
算
整
理
分
）

（
前
年
度
当
初
予
算
比
　
+1
0.
5％
）

各
企
業
会
計
の
予
算
額

水
道
事
業
会
計

収
益
的
収
入
お
よ
び
支
出

水
道
事
業
収
益
　
14
億
6,
55
9
万
1
千
円

水
道
事
業
費
用
　
13
億
1,
03
0
万
円

問
合
せ

▼財
政
課
（

３
８
２
－
１
１
１
１
）

資
本
的
収
入
お
よ
び
支
出

資
本
的
収
入
　
5
億
17
万
円

資
本
的
支
出
　
12
億
1,
19
3
万
4
千
円

○
防
災
体
制
整
備
事
業

○
防
災
防
犯
情
報
等
配
信
サ
ー
ビ
ス
事
業

○
学
童
ク
ラ
ブ
設
置
事
業

○
福
祉
医
療
助
成
事
業

○
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

○
妊
婦
健
康
診
査
助
成
事
業

○
安
中
小
学
校
校
舎
改
築
事
業

5
億
87
8
万
円

15
3
万
5
千
円

3,
84
6
万
円

６
億
1,
07
6
万
1
千
円

2,
41
3
万
4
千
円

4,
06
0
万
1
千
円

3,
74
0
万
7
千
円

　 ※
防
災
行
政
無
線
施
設
整
備
（
同
報
系
）

　
　（
H
22
年
度
債
務
負
担
行
為
分
を
含
む
）

　
　（
H
23
年
で
移
動
系
の
整
備
を
予
定
）

　
※
防
災
・
防
犯
情
報
等
配
信
サ
ー
ビ
ス
業
務
委
託

　
※
秋
間
地
区
学
童
ク
ラ
ブ
の
新
設

　
※
通
院
医
療
費
の
無
料
化
を
小
学
校
6
年
生
ま
で
に
拡
大

　
※
10
0
歳
以
上
の
高
齢
者
に
つ
い
て
医
療
費
を
無
料
化

　
※
高
齢
者
宅
へ
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
を
週
5
回
に
拡
大

　
※
無
料
の
受
診
回
数
を
現
行
6
回
か
ら
14
回
に
拡
大

　
※
規
模
：
３
階
　
Ｒ
Ｃ
造
　
1,
92
0
㎡

※
実
施
設
計
・
地
質
調
査
・
解
体
設
計
・
解
体
工
事

　
※
実
施
設
計
・
地
質
調
査
・
解
体
設
計
・
解
体
工
事

　
※
工
事
監
理
・
補
強
・
大
規
模
改
造
工
事

　
※
設
計
業
務
（
平
成
22
年
度
に
補
強
工
事
を
予
定
）

　
※
工
事
監
理
・
補
強
・
大
規
模
改
造
工
事

　
※
関
所
の
範
囲
確
定
の
た
め
の
測
量
委
託
な
ど

　
※
体
育
館
・
格
技
場
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
県
か
ら
借
り
受
け
、

　
　
社
会
体
育
施
設
な
ど
と
し
て
活
用6
億
3,
66
6
万
3
千
円

2,
47
9
万
3
千
円

6,
11
0
万
円

79
5
万
4
千
円

1
億
3,
98
7
万
1
千
円

34
6
万
5
千
円

2,
30
9
万
3
千
円

○
安
中
第
二
中
学
校
体
育
館
改
築
事
業

○
秋
間
小
学
校
体
育
館
改
築
事
業

○
九
十
九
小
学
校
体
育
館
補
強
工
事

○
松
井
田
南
中
学
校
体
育
館
補
強
工
事

○
松
井
田
北
中
学
校
体
育
館
補
強
工
事

○
碓
氷
関
所
保
存
整
備
事
業
（
新
規
）

○
安
中
高
校
跡
地
管
理
運
営
事
業
（
新
規
）

歳
入
市
　
　
　
税

市
　
　
　
債

繰
　
入
　
金

地
方
交
付
税

国
庫
支
出
金

そ
　
の
　
他

歳
出
民
　
生
　
費

教
　
育
　
費

公
　
債
　
費

総
　
務
　
費

土
　
木
　
費

そ
　
の
　
他

10
2
億
4,
32
3
万
円

27
億
1,
89
0
万
円

25
億
5,
40
4
万
円

19
億
7,
20
0
万
円

15
億
9,
81
7
万
円

38
億
8,
96
6
万
円

68
億
2,
21
8
万
円

34
億
1,
30
4
万
円

31
億
4,
72
9
万
円

25
億
1,
72
3
万
円

23
億
3,
45
2
万
円

47
億
4,
17
4
万
円

(4
4.
6%
)

(1
1.
8%
)

(1
1.
1%
)

(8
.6
%
)

(7
.0
%
)

(1
6.
9%
)

(2
9.
7%
)

(1
4.
9%
)

(1
3.
7%
)

(1
1.
0%
)

(1
0.
2%
)

(2
0.
5%
)

※
資
本
的
収
入
額
が
資
本
的
支
出
額
に
対
し
て
不
足

す
る
額
7
億
1,
17
6
万
4
千
円
は
、
当
年
度
分
消

費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
資
本
的
収
支
調
整
額

4,
10
1
万
5
千
円
、
当
年
度
分
損
益
勘
定
留
保
資
金

4
億
5,
87
0
万
2
千
円
お
よ
び
繰
越
利
益
剰
余
金
処

分
額
2
億
1,
20
4
万
7
千
円
で
補
て
ん
す
る

病
院
事
業
会
計

収
益
的
収
入
お
よ
び
支
出

病
院
事
業
収
益
　
22
億
2,
65
7
万
8
千
円

病
院
事
業
費
用
　
27
億
9,
84
0
万
7
千
円

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
会
計

収
益
的
収
入
お
よ
び
支
出

総
事
業
収
益
　
4,
80
2
万
9
千
円

総
事
業
費
用
　
4,
80
2
万
9
千
円

資
本
的
収
入
お
よ
び
支
出

資
本
的
収
入
　
1
億
8,
87
8
万
8
千
円

資
本
的
支
出
　
2
億
7,
67
0
万
4
千
円

※
資
本
的
収
入
額
が
資
本
的
支
出
額
に
対
し
て
不
足
す

る
額
8,
79
1
万
6
千
円
は
、
過
年
度
分
損
益
勘
定
留

保
資
金
8,
79
1
万
6
千
円
で
補
て
ん
す
る

資
本
的
収
入
お
よ
び
支
出

資
本
的
収
入
　
0
円

資
本
的
支
出
　
75
万
円

※
資
本
的
収
入
額
が
資
本
的
支
出
額
に
対
し
て
不
足
す

る
額
75
万
円
は
、
過
年
度
分
損
益
勘
定
留
保
資
金

75
万
円
で
補
て
ん
す
る

※
収
益
的
収
入
額
が
収
益
的
支
出
額
に
対
し
て
不
足
す

る
額
5
億
7,
18
2
万
9
千
円
は
、
過
年
度
分
損
益
勘

定
留
保
資
金
5
億
7,
18
2
万
9
千
円
で
補
て
ん
す
る

平
成
21
年
度
 各
予
算
の
あ
ら
ま
し

平
成
21
年
度
 各
予
算
の
あ
ら
ま
し



１４広報あんなか　２００９年５月号

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
民
年
金
保
険
料
は
納
付
期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う

　

平
成
21
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
は
、月
額
１
４
，６
６
０
円
で
す
。

　

納
付
期
限
は
、納
付
対
象
月
の
翌
月
末
日（
翌
月
末
日
が
休
日
の
場
合
は
、翌
営
業
日
）で
す
。

　

十
分
な
所
得
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、長
期
に
わ
た
り
保
険
料
を
納
め
な
か
っ
た
場
合
、国
民
年
金
法
の
規

定
に
よ
り
、国
税
徴
収
法
の
例
に
よ
る
滞
納
処
分（
財
産
差
押
え
）の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

保
険
料
は
納
付
期
限
ま
で
に
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　

保
険
料
の
納
付
は
、口
座
振
替
の「
早
割
」が
お
得
で
便
利
で
す
。口
座
振
替
の
指
定
日
を
納
付
期
限
よ
り
１
カ

月
早
め
る
こ
と
に
よ
り
、保
険
料
が
１
カ
月
あ
た
り
50
円
割
引
に
な
り
ま
す
。納
め
忘
れ
の
心
配
も
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

保
険
料
を
納
め
忘
れ
た
人
に
は

電
話
や
訪
問
な
ど
に
よ
る
納
付
の
ご
案
内
を
し
て
い
ま
す

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

保
険
料
の
納
め
忘
れ
な
ど
で
未
納
と
な
っ
て
い
る
人
に
対
し
て
、
群
馬
社
会
保
険
事
務
局
が
委
託
し
た
会
社

が
電
話
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
の
ご
案
内
を
し
て
い
ま
す
。こ
の
際
、個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る
こ
と
に

つ
い
て
お
尋
ね
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、社
会
保
険
事
務
所
の
職
員
お
よ
び
国
で
任
用
し
た
国
民
年
金
推
進
員
が
、国
民
年
金
制
度
の
ご
案
内
や

保
険
料
の
収
納
の
た
め
各
家
庭
を
訪
問
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、電
話
に
よ
る
ご
案
内
や
各
家
庭
へ
の
訪
問
は
、平
日
だ
け
で
は
な
く
、土
・
日
や
夜
間
も
し
て
い
ま
す
。

　

大
事
な
年
金
の
受
給
権
を
失
わ
な
い
た
め
に
、保
険
料
は
き
ち
ん
と
納
め
ま
し
ょ
う
。

　

前
橋
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー
で
は
、
社
会
保
険
事
務
所
と

同
様
に
、
来
訪
に
よ
る
年
金
相
談
や
年
金
請
求
の
手
続
き

が
で
き
ま
す
。お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

来
訪
の
際
に
は
、年
金
手
帳
や
年
金
証
書
、印
鑑
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

※

代
理
の
人
が
来
訪
相
談
さ
れ
る
場
合
に
は
、
本
人
か
ら

の
依
頼
状（
委
任
状
）が
必
要
で
す
。

場
所
▼
Ｊ
Ａ（
群
馬
県
農
協
）
ビ
ル
３
階
（
前
橋
市
亀
里
町

１
３
１
０
）

相
談
受
付
時
間
▼
毎
週
月
曜
か
ら
金
曜
ま
で
の
午
前
８
時

30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
（
祝
日
お
よ
び
年
末
年
始

を
除
く
）

こ
の
ペ
ー
ジ
に
関
す
る
問
合
せ
▼

高
崎
社
会
保
険
事
務
所

（
☎
３
２
２

－

７
７
３
１
）

－

社
会
保
険
事
務
所
が
管
理
す
る
公
的
機
関
で
す

－

前
橋
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー
を

ご
利
用
く
だ
さ
い



１５ 市  役  所　  ３８２－１１１１

松
井
田
文
化
会
館

松
井
田
文
化
会
館

催
し
物
ガ
イ
ド

催
し
物
ガ
イ
ド

松
井
田
文
化
会
館

催
し
物
ガ
イ
ド

安
中
市
文
化
セ
ン
タ
ー

安
中
市
文
化
セ
ン
タ
ー

催
し
物
ガ
イ
ド

催
し
物
ガ
イ
ド

安
中
市
文
化
セ
ン
タ
ー

催
し
物
ガ
イ
ド

問合せ ▼安中市文化センター
　　　　３８１－０５８６
午前８時30分～午後５時15分の間
休館日はP22をご確認ください

問合せ ▼松井田文化会館
　　　　３９３－４４００
午前８時30分～午後５時15分の間
休館日はP22をご確認ください

G U I D E

A
N
N
A
K
A

G U I D E

M
A
T
S
U
I
D
A

５月の催し物ガイド

ホール
高校音楽教室
11日（月）14:00 ～15:30　入場：関係者のみ
問合せ：県教委高校教育課（☎027-226-4647）
大正琴群馬愛好会すてきな仲間コンサート
17日（日）13:00 ～15:30　入場：無料
問合せ：同会安中支部（☎381-2107）
安中・群響を応援する会　柳田耕治チェロの夕べ
30日（土）19:00 ～20:30
入場料：小・中学生、会員1,000 円
一般前売1,500 円・当日1,800 円
問合せ：安中・群響を応援する会（☎382-2124）

学習室
図書読み聞かせ
25日（土）14:00 ～15:00
会場：和室（2階）　入場：無料

おもしろ科学教室
木登りテントウムシを作ろう！
30日（土）9:30 ～12:00
会場：大会議室（3階）　入場：申込者
問合せ：文化センター（☎381-0586）

５月の催し物ガイド
大ホール
2009 ぐんまふれあいフェスティバル in 安中
17 日 ( 日 )　上映開始 10:15 ～
入場：無料（要整理券）
主催：連合群馬安中地域協議会
第 48回　発表会
24 日 ( 日 )　14:00 ～
入場：無料
主催：童謡をうたうぐるうぷべこ
大川栄策　特別公演
27 日 ( 水 )　18:15 ～
入場：前売 4,500 円・当日 4,900 円
主催：音芸社
小ホール
ＭＳＣ×たんぼ合同ＬＩＶＥ
10 日 ( 日 )　13:30 ～
入場：無料（要整理券）
主催：MSC　たんぼ
ギャラリー
上州の風を描く　第４回吉沢智弘個展
2 ～ 6 日 ( 土～水 )　9:00 ～ 17:00
※2 日は 13:00 ～・6日は 15：00 まで
主催：吉沢智弘　入場：無料

●今月のピックアップ

２００９爆笑ライブ in まついだ

●今月のピックアップ

桂文珍独演会ツアー　にっぽん！ハハハ !!

チ
ケ
ッ
ト
▼

５
月
16
日
（
土
）　

午
前
８
時
30

分
か
ら
窓
口
に
て
販
売
開
始

全
席
指
定　

４
，
０
０
０
円

※

窓
口
で
の
購
入
者
は
特
別
価
格

３
，
０
０
０
円

※

お
１
人
様
４
枚
ま
で

※

５
月
18
日
（
月
）
午
前
９
時
か

ら
電
話
受
付
開
始

※

未
就
学
児
の
ご
入
場
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い

　

桂
文
珍
の
熟
練
の
域
に
達
し
た

落
語
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時
▼
７
月
11
日
（
土
）

午
後
３
時
〜
（
開
場
：
午
後
２
時
）

※

お
１
人
様
４
枚
ま
で

※

５
月
23
日
（
土
）　

午
前
９
時
か

ら
窓
口
に
て
前
売
開
始

※

前
売
り
で
完
売
し
た
場
合
は
、

当
日
券
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん

※

未
就
学
児
の
ご
入
場
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い

※

都
合
に
よ
り
、
出
演
者
そ
の
他

を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い

　

Ｔ
Ｖ
な
ど
の
お
笑
い
番
組
で
お

な
じ
み
の
人
気
芸
人
が
大
集
合
し

ま
す
。ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
ご
覧
に

な
っ
て
く
だ
さ
い
。

出
演
者
：
イ
ン
パ
ル
ス
・
バ
カ
リ

ズ
ム
・
超
新
塾
・
大
西
ラ
イ
オ
ン
・

Ｗ
エ
ン
ジ
ン
・
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
職
人

日
時
▼
６
月
14
日（
日
）

一
部　

開
演
：
午
後
２
時
〜

　
　
　
（
開
場
：
午
後
１
時
30
分
）

二
部　

開
演
：
午
後
５
時
〜

　
　
　
（
開
場
：
午
後
４
時
30
分
）

チ
ケ
ッ
ト
▼
全
席
指
定

前
売

当
日

大
人

２
，５
０
０
円

３
，０
０
０
円

高
校
生
以
下

２
，０
０
０
円

２
，５
０
０
円
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１６広報あんなか　２００９年５月号

安中市教育委員会

“マナビー”

　

タ
イ
ト
ル
に
あ
る

「
生
涯
学
習
」
と
は
、

学
校
は
も
と
よ
り
、

社
会
の
中
で
、
生
涯

を
と
お
し
て
行
な
う

様
々
な
学
び
の
こ
と

で
す
。
生
涯
学
習
は
、
人
と
の

出
会
い
を
通
じ
て
行
な
わ
れ
る

「
学
び
合
い
の
活
動
」
で
あ
る

と
も
い
え
ま
す
。

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
生
涯

学
習
に
よ
る
ひ
と
づ
く
り
・
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
、
よ
り
温

か
な
郷
土
を
つ
く
り
た
い
と
考

え
ま
す
。

　

生
涯
学
習
だ
よ
り
は
、
市
民

一
人
一
人
の
学
び
の
機
会
が
広

が
っ
て
い
く
こ
と
を
願
い
、「
学

び
の
場
」「
出
合
い
の
場
」
を

お
知
ら
せ
す
る
ペ
ー
ジ
で
す
。

家庭教育カウンセリング初級講座
　本講座は、カウンセリングの技法や理論とともに、より良い
人間関係を築くための心を学び、家庭教育に活かしていくこと
を目的ととした講座です。
対象・募集人数 ▼市民の皆さん・30名　　参加費 ▼無料
内容 ▼下表のとおり

受付
９時 45分～

講義・実習
10時～正午

６月 10日
( 水 )

６月 17日
( 水 )

６月 24日
( 水 )
７月２日
( 木 )

７月９日
( 木 )

７月 16日
( 木 )

７月 17日
( 金 )

会場講義・実習
講義①
家庭教育と
カウンセリング
講義②
子どもの理解
講義③
子どもと家族の関係
講義④
子どもの問題行動
講義⑤
カウンセリングの
基礎技術
実習①
ロールプレイ
実習②
ロールプレイ

講座内容・講師
家庭教育に
カウンセリングマインドをいかそう
市カウンセリング研究会　小森谷雄二先生
子どもの発達と心理
市カウンセリング研究会　森田房枝先生
相談にみる家族関係
市立安中小学校長　上原素次先生
問題行動について
目白大学　大崎広行准教授

カウンセリングの進め方と技術
市カウンセリング研究会　高橋洋子先生

カウンセリングの実践的練習
小グループに分かれての実習

実 施 日 時

安
中
市
文
化
セ
ン
タ
ー　

第
三
学
習
室　

ほ
か

申込み・問合せ ▼６月３日（水）までに生涯学習課へ電話（☎３８２－１１１１）またはＦＡＸ（３９３－５１６７）
でお名前と電話番号をお知らせください

平成 20年度安中市児童生徒人権作文・標語・ポスター作品集
「おもいやり」ができました

　安中市の人権教育の取り組みとして、各学校で
特色ある人権学習が行われています。
　児童・生徒一人一人が、人権に関する映画（ビ
デオ）視聴や、人権作文への取り組み、人権標語
作り、人権ポスター作成、体験学習への参加など
を通して、人権について考え、意識を高めること
ができました。

　この作品集は、各学校の代表作品を収録してい
ますので、今後、このページで紹介していきます。
　また、公民館・生涯学習センターなどに備えてあ
りますのでご覧いただき、人権についてさらにお考
えいただければ幸いです
問合せ ▼

生涯学習課生涯学習係（☎３８２－１１１１）

お 詫 び
と 訂 正

「広報あんなか」４月号の生涯学習だよりに誤りがありましたので、次のように訂正し、お詫びいたします。
誤：仲　由美子　　→　　正：仲　百美子



１７ 市  役  所　  ３８２－１１１１

？ＦＡＸ問合せ ▼

安中市学習の森
３８２－７６２２
　３８２－７６２３
〒３７９－０１２３
安中市上間仁田９５１番地
furusato@des.city.annaka.gunma.jp 
http://www.city.annaka.gunma.jp/gakushuunomori/

「
安
中
ふ
る
さ
と
人
物
辞
典
」発
売
中
!!

春
季
・
夏
季
企
画
展

「
碓
氷
川
流
域
の
古
墳
文
化
」講
演
会

「
歴
史
ジ
オ
ラ
マ
作
り
講
座

　
－

戦
国
の
山
城
を
作
ろ
う

－

」

「
学
習
の
森
」

生
涯
学
習
施
設 

陶
芸
教
室

　

市
教
委
で
は
、
安
中
の
歴
史
や
文
化
を
知
る
上

で
重
要
な
人
物
１
７
０
人
を
紹
介
し
た
小
冊
子

「
安
中
ふ
る
さ
と
人
物
辞
典
」
を
刊
行
し
ま
し
た
。

　

歴
史
散
歩
や
郷
土
学
習
の
手
引
き
と
し
て
好
適

で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

本
の
体
裁
▼
Ａ
５
判
・
64
頁

販
売
場
所
▼
学
習
の
森
ふ
る
さ
と
学
習
館

販
売
価
格
▼
３
０
０
円

申
込
み
・
問
合
せ
▼
学
習
の
森
文
化
財
係
（
直
通
☎
３
４
５

－

３
６
０
０
）

　

学
習
の
森
で
は
８
月
30
日
（
日
）
ま
で
企
画
展
を
開
催

し
て
い
ま
す
が
、
展
示
内
容
を
よ
り
詳
し
く
理
解
し
て
い

た
だ
く
た
め
、
次
の
講
演
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
市
民

の
皆
さ
ま
の
ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
第
１
回
「
古
墳
時
代
の
ム
ラ
の
実
像
」

日
時
▼
５
月
17
日
（
日
）
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

講
師
▼
石
井
克
己
氏
（
渋
川
市
子
持
公
民
館
長
）

○
第
２
回
「
碓
氷
川
流
域
の
古
墳
」

日
時
▼
６
月
14
日
（
日
）
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

講
師
▼
右
島
和
夫
氏
（
群
馬
県
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
）

○
講
演
会
共
通

会
場
▼
ふ
る
さ
と
学
習
館

定
員
▼
各
50
人
（
先
着
）

参
加
料
▼
無
料

申
込
み
・
問
合
せ
▼
電
話
で
ふ
る
さ
と
学
習
館
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
（
当
日
受
付
可
）

　

戦
国
時
代
の
山
城
と
し
て
有
名
な
松
井
田
城
の
城
門
部

分
の
ジ
オ
ラ
マ
を
製
作
し
ま
す
。
講
座
を
通
じ
て
戦
国
時

代
の
城
の
構
造
に
つ
い
て
学
習
し
ま
す
。

日
時
▼
５
月
23
日
、
６
月
６
・
20
日
・
７
月
４
・
18
日

午
前
10
時
〜
午
後
３
時　

※

各
回
と
も
土
曜
日

場
所
▼
ふ
る
さ
と
学
習
館

対
象
▼
市
民
の
皆
さ
ん
（
小
学
生
は
な
る
べ
く
親
子
で
参

加
し
て
く
だ
さ
い
）

定
員
▼
15
人
（
先
着
順
）

受
講
料
▼

１
，
０
０
０
円

（
材
料
費
）

申
込
み
・
問
合
せ
▼

５
月
６
日
（
水
）
か

ら
ふ
る
さ
と
学
習
館

に
電
話
ま
た
は
直
接

お
申
し
込
み
く
だ
さ

い

　
「
学
習
の
森
」
で
は
市
民
の
皆
さ
ん
を
対
象
と
し
た
陶
芸

教
室
を
開
催
し
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
▼
５
月
24
日
、
６
月
７
・
21
日
、
７
月
５
日

午
前
10
時
〜
午
後
３
時　

※

各
回
と
も
日
曜
日

場
所
▼「
学
習
の
森
」
生
涯
学
習
施
設

創
作
工
房
（
２
）・（
３
）

講
師
▼「
現
代
の
名
工
」
自
性
寺
焼
里
秋
窯

青
木　

昇　

先
生

定
員
▼
25
名
（
先
着
順
）

内
容
▼
花
瓶
・
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
・
湯
呑
み
・

皿
な
ど
の
作
成

参
加
費
▼
材
料
費
は
自
己
負
担

申
込
み
・
問
合
せ
▼

５
月
17
日
（
日
）
ま
で

に
、
電
話
ま
た
は
ふ
る

さ
と
学
習
館
受
付
へ
直

接
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．Ｎｏ．

平成 20 年度「文化財愛護ポスター」
優秀作品（敬称略）
吉田　　希

（松井田東中１年）



１８
広
報
あ
ん
な
か
　
２
０
０
９
年
５
月
号

１９
市
  役
  所
　
  
３
８
２
－
１
１
１
１

１
０
０
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
３
月
１
１
日
（
水
）
に
相
川
す
ず
さ
ん
（
松
井
田
町
新
堀
・

写
真
上
）
が
、
３
月
２
０
日
（
金
）
に
露
崎
い
せ
よ
さ
ん
（
安
中

二
丁
目
・
写
真
右
）
が
１
０
０
歳
の
誕
生
日
を
む
か
え
ら
れ
、

お
祝
い
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

春
の
訪
れ
　
秋
間
梅
林

　
２
月
２
１
日
（
土
）
か
ら
３
月
３
１
日
（
火
）
ま
で
秋
間
梅
林

が
開
園
し
ま
し
た
。期
間
中
は
千
葉
県
南
房
総
市
の
物
産
即

売
会
や
野
点
、
い
も
煮
会
、
ち
び
っ
子
も
ち
つ
き
大
会
な
ど

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し

た
。

ミ
ニ
消
防
車
が
完
成
!!

　
３
月
２
６
日（
木
）、
安
中
松
井
田
危
険
物
安
全
協
会
が
制

作
し
た
ミ
ニ
消
防
車
が
高
崎
市
等
広
域
市
町
村
圏
振
興
整

備
組
合
に
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ミ
ニ
消
防
車
は
ゴ
ル
フ
カ
ー
ト
を
元
に
製
作
さ
れ
、

移
動
す
る
こ
と
は
も
と
よ
り
搭
載
し
た
ポ
ン
プ
で
放
水
を
行

う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
贈
呈
式
で
は
松
井
田
第
一
保
育
園
の
園
児
が
防
火
服
に

身
を
包
み
、
放
水
を
行
い
ま
し
た
。今
後
は
幼
児
期
の
防
災

教
育
な
ど
に
役
立
て
ら
れ
る
予
定
で
す
。

後
閑
城
址
公
園
桜
ま
つ
り

　
４
月
１
２
日
（
日
）
に
後
閑
城
址
公
園
で
「
後
閑
城
址
公
園

桜
ま
つ
り
」が
開
催
さ
れ
、多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
地
元
の
民
さ
ん
が
来
場
者
に
甘
酒
な
ど
を
振

る
舞
っ
た
り
、
後
閑
ま
ん
じ
ゅ
う
な
ど
の
販
売
な
ど
が
行
わ

れ
ま
し
た
。訪
れ
た
人
た
ち
は
満
開
の
桜
を
楽
し
み
な
が
ら

楽
し
い
１
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

湘
南
新
宿
ラ
イ
ン
の
誘
致
に
向
け
て

　
３
月
２
４
日
（
金
）
に
安
中
市
商
工
会
や
市
が
中
心
と
な
っ

て
Ｊ
Ｒ
信
越
本
線
へ
の
湘
南
新
宿
ラ
イ
ン
の
誘
致
を
目
的
に

市
内
を
は
じ
め
、
湘
南
新
宿
ラ
イ
ン
沿
線
で
行
っ
た
署
名
、

１
３
２
，４
４
８
人
分
を
Ｊ
Ｒ
高
崎
支
社
に
提
出
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
誘
致
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

き
れ
い
な
通
学
路
に
な
り
ま
し
た

　
３
月
８
日
（
日
）
に
大
谷
地
区
の
皆
さ
ん
約
２
０
０
人
が
参

加
し
て
、
通
学
路
で
も
あ
る
県
道
安
中
・
吉
井
線
の
ご
み
拾

い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ご
み
拾
い
は
岩
野
地
区
区
長
会
と
地
権
者
の
協
力

を
得
て
、
通
学
路
沿
い
の
コ
サ
切
り
が
終
了
し
た
こ
と
を
う

け
て
行
っ
た
も
の
で
、
安
全
で
き
れ
い
な
通
学
路
に
な
り
ま

し
た
。

AN
NA
KA

AN
NA
KA

い
ろろ
い
ろろ

ろ
ろ

で
き
ご
と

で
き
ご
と

で
き
ご
と

で
き
ご
と

で
き
ご
と



　 ポ ピ ー 花 畑 で 好 評 を い た だ い て い る 観 梅 公 園 を ５ 月 ９ 日　 ポ ピ ー 花 畑 で 好 評 を い た だ い て い る 観 梅 公 園 を ５ 月 ９ 日

（ 土 ） か ら 開 園 し て い ま す 。（ 土 ） か ら 開 園 し て い ま す 。

　 ま た 、 ポ ピ ー の 最 盛 期 に は ポ ピ ー 祭 り も 開 催 し ま す 。 当 日　 ま た 、 ポ ピ ー の 最 盛 期 に は ポ ピ ー 祭 り も 開 催 し ま す 。 当 日

は 梅 干 、 農 産 物 、 花 な どは 梅 干 、 農 産 物 、 花 な ど の 販 売の 販 売 を 予 定 し て い ま す 。を 予 定 し て い ま す 。

　 ポ ピ ー の 花 で 埋 め 尽 く さ れ た 観 梅 公 園 に ぜ ひ お 越 し く だ さ　 ポ ピ ー の 花 で 埋 め 尽 く さ れ た 観 梅 公 園 に ぜ ひ お 越 し く だ さ

い 。い 。
○ 観 梅 公 園○ 観 梅 公 園

開 園 期 間 ▼開 園 期 間 ▼ ５ 月 ９ 日 （ 土 ） 〜 ６ 月 ７ 日 （ 日 ）５ 月 ９ 日 （ 土 ） 〜 ６ 月 ７ 日 （ 日 ）

　 　 　 　　 　 　 　     午 前 ９ 時 〜 午 後 ５ 時　午 前 ９ 時 〜 午 後 ５ 時　 ※ 期 間 中 は 無 休期 間 中 は 無 休

花 ▼花 ▼ ポ ピ ー （ ひ な げ し ）ポ ピ ー （ ひ な げ し ）

　 　　 　 ※ ５ 月 中 旬 〜 下 旬 に か け て が 見 頃 と 思 わ れ ま す５ 月 中 旬 〜 下 旬 に か け て が 見 頃 と 思 わ れ ま す

所 在 地 ▼所 在 地 ▼ 秋 間 梅 林 頂 上 近 く （ 上 後 閑 堀 ノ 内 ）秋 間 梅 林 頂 上 近 く （ 上 後 閑 堀 ノ 内 ）

入 場 料 ▼入 場 料 ▼ 無 料無 料

駐 車 場 ▼駐 車 場 ▼ 約 5050 台

○ ポ ピ ー 祭 り○ ポ ピ ー 祭 り

日 時 ▼日 時 ▼ ５ 月５ 月 2323 日 （ 土 ） ・日 （ 土 ） ・ 2424 日 （ 日 ）　 午 前 ９ 時 〜日 （ 日 ）　 午 前 ９ 時 〜

　 　 　　 　 　 ※ 商 品 が 終 わ り 次 第 終 了商 品 が 終 わ り 次 第 終 了

問 合 せ ▼問 合 せ ▼ 谷 津 庁 舎 商 工 観 光 課 観 光 係 （谷 津 庁 舎 商 工 観 光 課 観 光 係 （ ☎ ３ ８ ２３ ８ ２

－

１ １ １ １ ）１ １ １ １ ）

　 ポ ピ ー 花 畑 で 好 評 を い た だ い て い る 観 梅 公 園 を ５ 月 ９ 日

（ 土 ） か ら 開 園 し て い ま す 。

　 ま た 、 ポ ピ ー の 最 盛 期 に は ポ ピ ー 祭 り も 開 催 し ま す 。 当 日

は 梅 干 、 農 産 物 、 花 な ど の 販 売 を 予 定 し て い ま す 。

　 ポ ピ ー の 花 で 埋 め 尽 く さ れ た 観 梅 公 園 に ぜ ひ お 越 し く だ さ

い 。
○ 観 梅 公 園

開 園 期 間 ▼ ５ 月 ９ 日 （ 土 ） 〜 ６ 月 ７ 日 （ 日 ）

　 　 　 　   午 前 ９ 時 〜 午 後 ５ 時　 ※ 期 間 中 は 無 休

花 ▼ ポ ピ ー （ ひ な げ し ）

　 　 ※ ５ 月 中 旬 〜 下 旬 に か け て が 見 頃 と 思 わ れ ま す

所 在 地 ▼ 秋 間 梅 林 頂 上 近 く （ 上 後 閑 堀 ノ 内 ）

入 場 料 ▼ 無 料

駐 車 場 ▼ 約 50 台

○ ポ ピ ー 祭 り

日 時 ▼ ５ 月 23 日 （ 土 ） ・ 24 日 （ 日 ）　 午 前 ９ 時 〜

　 　 　 ※ 商 品 が 終 わ り 次 第 終 了

問 合 せ ▼ 谷 津 庁 舎 商 工 観 光 課 観 光 係 （ ☎ ３ ８ ２

－

１ １ １ １ ）
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　 リ ス ト ラ や 一 方 的 な 賃 金 引 き

下 げ な ど 、 労 働 に 関 す る さ ま ざ

ま な 相 談 に 応 じ ま す 。

日 時 ▼ 月 〜 金 曜 日　 午 前 ８ 時 3
0

分 〜 午 後 ５ 時 3
0 分

※ 祝 日 を 除 く

※ こ の 時 間 以 外 は 、 2
4 時 間 労 働

相 談 ダ イ ヤ ル （ 県 中 部 行 政 事 務

所 内　 ☎ ０ ２ ７

－

２ ３ ７

－

２ ４

４ ８ ） を ご 利 用 く だ さ い 。 留 守

番 電 話 で 相 談 を 受 け 付 け 、 翌 日

以 降 に 連 絡 し ま す 。

費 用 ▼ 無 料

相 談 方 法 ▼ 電 話 、 Ｆ Ａ Ｘ ま た は 直

接 。 住 所 ・ 氏 名 ・ 電 話 番 号 ・ 相

談 内 容 を お 知 ら せ く だ さ い 。

相 談 ・ 問 合 せ ▼

中 部 県 民 労 働 相 談 セ ン タ ー

（ ☎ ０ ２ ７

－

２ ３ ７

－

２ ４ ４ ８ ・

FA
X
０ ２ ７

－

２ ３ ４

－

９ ３ ３ ３ ）

西 部 県 民 労 働 相 談 セ ン タ ー （ ☎

３ ２ ２

－

４ ６ ８ １ ・ FA
X
３ ２ ２

－

９

６ ９ ０ ）

ぐ ん ま 県 民 労 働 相 談 セ ン タ ー

（ ☎ ０ ２ ７

－

２ ２ ６

－

３ ４ ０ ４ ・

FA
X
０ ２ ７

－

２ ２ ３

－

７ ５ ６ ６ ）

労 働 相 談 を

ご 利 用 く だ さ い

　 振 り 込 め 詐 欺 は 、 被 害 者 の 心 理 を 巧 み に 突 き 、 手 口 を 変 え な が ら

繰 り 返 し 行 わ れ る 卑 劣 な 犯 罪 で す 。

　 被 害 者 の ９ 割 が 振 り 込 め 詐 欺 を 知 っ て い な が ら 、 そ の う ち ７ 割 の

人 は 電 話 を ま っ た く 疑 わ ず に 被 害 に 遭 っ て し ま い ま し た 。

　 「 自 分 だ け は 被 害 に 遭 わ な い 」 と い う 思 い 込 み を 捨 て 、 次 の よ う な

不 審 な 電 話 や 訪 問 な ど を 受 け た ら 、 ま ず 最 寄 り の 警 察 に 相 談 し て く

だ さ い 。

問 合 せ ▼

県 警 察 本 部 生 活 安 全 企 画 課 （ ☎ ０ ２ ７

－

２ ２ ４

－

５ ４ ５ ４ ）

安 中 警 察 署 （ ☎ ３ ８ １

－

０ １ １ ０ ）

松 井 田 警 察 署 （ ☎ ３ ９ ３

－

０ １ １ ０ ）

振 り 込 め 詐 欺 急 増 中 !!

市
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必 ず 必 要 な 書 類

　 ○ 申 請 書 （ 請 求 書 ）

　 ○ 振 込 先 の 通 帳 の 写 し （ コ ピ ー ）

※ 口 座 番 号 、 口 座 名 義 人 が 記 載 さ れ て い る と こ ろ を コ ピ ー

し て く だ さ い

身 分 証 明 書 に つ い て

　 次 の ３ つ の 場 合 は 、 身 分 証 明 書 の 写 し が 不 要 に な り ま す 。

　 ・ 世 帯 主 が 、 世 帯 主 本 人 の 口 座 を 指 定 す る 場 合

　 ・ 同 一 世 帯 の 人 が 、 世 帯 主 の 口 座 を 指 定 す る 場 合

　 ・ 世 帯 主 が 、 同 一 世 帯 内 の 人 の 口 座 を 指 定 す る 場 合

※ 右 記 に あ て は ま ら な い 場 合 は お 問 い 合 せ く だ さ い

問 合 せ ▼ 本 庁 企 画 課 定 額 給 付 金 対 策 係

（ ☎ ０ ２ ７

－

３ ８ ２

－

１ １ １ １ ）

定 額 給 付 金 の 申 請 に

　 　 　 　 　 必 要 な 書 類 に つ い て

　 自 動 車 税 ・ 軽 自 動 車 税 は 毎 年 ４ 月 １ 日 現 在 で 、 登 録

さ れ て い る 自 動 車 の 所 有 者 に 課 税 さ れ ま す 。

　 ５ 月 中 旬 に 送 付 さ れ る 納 税 通 知 書 を 持 参 の う え 、 納

期 限 内 に 納 め て く だ さ い 。

納 期 限 ▼ ６ 月 １ 日 （ 月 ）

納 税 場 所 ▼

自 動 車 税… 安 中 市 役 所 本 庁 ・ 支 所 、 県 内 の 金 融 機 関 、

郵 便 局 、 群 馬 県 自 動 車 税 事 務 所 、 群 馬 県 各 県 税 事 務 所

軽 自 動 車 税… 安 中 市 役 所 本 庁 ・ 支 所 、 市 内 金 融 機 関 （ 郵

便 局 を 含 む ） 、 指 定 の コ ン ビ ニ エ ン ス ス ト ア

※ 詳 し く は お 問 い 合 わ せ く だ さ い

そ の 他 ▼

・ 口 座 振 替 納 税 を ご 利 用 の 場 合 、 ６ 月 １ 日 （ 月 ） が 引

き 落 と し 日 と な り ま す の で 、　 預 金 残 高 を 必 ず ご 確 認 く

だ さ い 。

・ ６ 月 １ 日 か ら ６ 月 中 旬 に か け て の 期 間 は 口 座 引 き 落

と し の 確 認 が で き な い こ と が あ り ま す 。 車 検 用 納 税 証

明 が 必 要 な 場 合 は お 手 数 で す が 、 記 帳 し た 通 帳 の 持 参

を お 願 い し ま す 。

・ 軽 自 動 車 、 バ イ ク な ど に は 軽 自 動 車 税 が か か り ま す 。

詳 し く は 市 役 所 ま で お 問 い 合 わ せ く だ さ い 。

問 合 せ ▼

自 動 車 税 ： 群 馬 県 自 動 車 税 事 務 所 （ ☎ ０ ２ ７
－

２ ６ ３

－

４ ３ ４ ３ ）

軽 自 動 車 税 ： 本 庁 税 務 課 諸 税 証 明 係 ・ 支 所 住 民 税 務 課

税 務 収 納 係 （ ☎ ３ ８ ２

－

１ １ １ １ ）

自 動 車 税 ・ 軽 自 動 車 税 の

納 期 限 は ６ 月 １ 日 で す

観 梅 公 園 が 開 園 し ま し た観 梅 公 園 が 開 園 し ま し た観 梅 公 園 が 開 園 し ま し た観 梅 公 園 が 開 園 し ま し た観 梅 公 園 が 開 園 し ま し た

世 界 禁 煙 デ ー ・ 禁 煙 週 間

　 ５ 月 31 日 は 、 世 界 保 健 機 関 （ Ｗ Ｈ Ｏ ） が 定 め る 「 世 界 禁 煙

デ ー 」 で す 。

　 国 で は 世 界 禁 煙 デ ー に 合 わ せ て 、 ５ 月 31 日 か ら ６ 月 ６ 日 ま

で を 「 禁 煙 週 間 」 と し て い ま す 。 た ば こ の 害 は 、 吸 う 人 に も

吸 わ な い 人 に も 及 び ま す 。 健 康 を 自 分 で 自 分 で 守 る た め に で

き る こ と 、 そ れ は 禁 煙 で す 。

　 ま た 、 周 り の 人 に 迷 惑 を か け な い 喫 煙 マ ナ ー を 心 が け ま

し ょ う 。

オ レ オ レ 詐 欺…

子 ど も や 孫 、 お い な ど に な り す ま し 「 会 社 の 金 を 使 い 込 ん で

し ま っ た 」 「 女 性 関 係 の ト ラ ブ ル の 解 決 金 が 必 要 」 な ど の 理

由 で 振 り 込 ま せ る

架 空 請 求 詐 欺… 身 に 覚 え の な い 利 用 代 金 な ど を 、 は が き や

メ ー ル で 請 求 し て 振 り 込 ま せ る

融 資 保 証 金 詐 欺…

融 資 を 勧 誘 す る ダ イ レ ク ト メ ー ル な ど を 使 い 、 申 し 込 み の 際

に 「 保 証 協 会 費 」 な ど の 名 目 で 振 り 込 ま せ る

還 付 金 詐 欺…

県 や 市 町 村 、 税 務 署 、 社 会 保 険 事 務 所 、 Ｎ Ｔ Ｔ 職 員 な ど を 装 っ

て 「 還 付 金 が あ る か ら 」 と 現 金 自 動 預 払 機 （ Ａ Ｔ Ｍ ） に 誘 導

し て 振 り 込 ま せ る

※ ほ か に も 、 警 察 官 や 銀 行 協 会 職 員 な ど を 装 っ て 暗 証 番 号 を

聞 き 出 し 、 キ ャ ッ シ ュ カ ー ド を だ ま し 取 る 新 手 の 詐 欺 も 発 生

し て い ま す
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・
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※
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15

学
習
の
森
　
　
　
　
　
5/
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8・
12
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2・
9

老
人
福
祉
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ン
タ
ー
　
5/
4・
7・
8・
11
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18
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25
　
6/
1・
8・
15

日 1 2 3 4 5 6 ７ 8 9 10 11 12 13 14 15

曜
日 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金

行
　
　
事
　
　
名

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
13
：
30
～
15
：
30

●
安
政
遠
足
前
夜
祭

●
安
政
遠
足

●
竹
細
工
教
室

　
学
習
の
森
10
：
00
～
12
：
00

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
13
：
30
～
15
：
30

日 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

曜
日 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

行
　
　
事
　
　
名

●
市
民
と
き
め
き
ス
ク
ー
ル（
バ
ス
ハ
イ
ク
）

　
8：
30
～
17
：
30

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
13
：
30
～
15
：
30

●
竹
細
工
教
室

　
学
習
の
森
10
：
00
～
12
：
00

●
学
習
の
森
企
画
展
講
演
会

　「
古
墳
時
代
の
ム
ラ
の
実
像
」

　
学
習
の
森
13
：
30
～
15
：
30

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
13
：
30
～
15
：
30

●
歴
史
ジ
オ
ラ
マ
講
座

 　
学
習
の
森
10
：
00
～
15
：
00

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
13
：
30
～
15
：
30

●
図
書
読
み
聞
か
せ

　
文
化
セ
ン
タ
ー
14
：
00
～
15
：
00

●
陶
芸
教
室

　
学
習
の
森
10
：
00
～
15
：
00

●
農
業
委
員
会
総
会
　
本
庁

　
11
：
00
～

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
13
：
30
～
15
：
30

●
お
も
し
ろ
科
学
教
室

　「
木
登
り
テ
ン
ト
ウ
ム
シ
を
作
ろ
う
」

　
文
化
セ
ン
タ
ー
9：
30
～
12
：
00

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
13
：
30
～
15
：
30

●
竹
細
工
教
室

　
学
習
の
森
10
：
00
～
12
：
00

日 1 2 3 4 5 6 ７ 8 9 10 11 12 13 14 15

曜
日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月

行
　
　
事
　
　
名

●
水
道
週
間（
～
７
日
）

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
13
：
30
～
15
：
30

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
13
：
30
～
15
：
30

●
久
保
井
戸
浄
水
場
開
放

●
陶
芸
教
室

　
学
習
の
森
10
：
00
～
15
：
00

●
第
2
回
安
中
市
議
会
定
例
会

　
開
会（
予
定
）9
：
00

●
第
2
回
安
中
市
議
会
定
例
会

　
総
務
常
任
委
員
会（
予
定
）9
：
00

●
第
2
回
安
中
市
議
会
定
例
会

　
市
民
文
教
常
任
委
員
会（
予
定
）9
：
00

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
13
：
30
～
15
：
30

●
第
2
回
安
中
市
議
会
定
例
会

　
福
祉
民
生
常
任
委
員
会（
予
定
）9
：
00

●
市
民
献
血
　
本
庁

　
10
：
00
～
12
：
00
・
13
：
00
～
15
：
30

●
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
初
級
講
座

　
文
化
セ
ン
タ
ー
10
：
00
～
12
：
00

●
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

　
文
化
セ
ン
タ
ー
13
：
30
～
15
：
30

●
学
習
の
森
企
画
展
講
演
会

　「
碓
氷
川
流
域
の
古
墳
」

　
学
習
の
森
13
：
30
～
15
：
30

●
第
2
回
安
中
市
議
会
定
例
会

　
経
済
建
設
常
任
委
員
会（
予
定
）9
：
00

５
月行
事
カ
レ
ン
ダ
ー

５
月
１
日
→
６
月
１
５
日

６
月

●
行
政
相
談

本
庁
　
5/
7・
21
　
6/
4　
9時
～
12
時

支
所
　
6/
1　
13
時
30
分
～
16
時

●
無
料
法
律
相
談

本
庁
　
5/
1・
15
・
22
　
6/
5　
受
付
12
時
30
分
～
15
時

※
要
電
話
予
約
（
☎
38
2－
11
11
）

※
予
約
状
況
に
よ
っ
て
は
翌
月
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

●
年
金
相
談

本
庁
　
5/
28
　
9時
30
分
～
16
時

●
人
権
相
談

本
庁
・
支
所
　
5/
14
　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

6/
1　
13
時
30
分
～
15
時
30
分
（
特
設
人
権
相
談
）

●
家
庭
児
童
相
談

電
話
相
談
・
面
接
相
談
（
本
庁
子
ど
も
課
）

月
～
金
曜
（
祝
日
を
除
く
）
　
9時
～
16
時

※
要
電
話
予
約
（
☎
38
2－
80
05
）

●
健
康
相
談
（
生
活
習
慣
病
・
ア
ス
ベ
ス
ト
・
育
児
・
栄
養
相
談
な
ど
）

本
庁
　
月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
8時
30
分
～
16
時

支
所
　
5/
8　
6/
12
　
9時
～
11
時
30
分

●
妊
婦
生
活
相
談
（
母
子
手
帳
交
付
）

本
庁
　
月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
　
8時
30
分
～
16
時

●
障
害
者
相
談

知
的
・
身
体
障
害
者
相
談
（
本
庁
･支
所
）

　
月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
8時
30
分
～
17
時
15
分

精
神
障
害
者
相
談
（
ヌ
ア
リ
ー
ベ
　
☎
38
0－
53
85
）

　
月
～
土
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
10
時
～
18
時

●
青
少
年
相
談

電
話
相
談
・
面
接
相
談
（
支
所
内
青
少
年
セ
ン
タ
ー
）

月
・
火
・
水
・
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
　
9時
～
14
時

※
面
接
相
談
は
要
電
話
予
約
（
☎
39
3－
47
77
）

●
心
配
ご
と
相
談

地
域
福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー

毎
週
木
曜
日
　
９
時
～
11
時
30
分

基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
　
毎
週
月
曜
日
　
13
時
30
分
～
16
時

●
青
色
申
告
記
帳
相
談

安
中
商
工
会
　

月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
　
９
時
～
12
時

松
井
田
商
工
会
館

月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
　
９
時
～
17
時

●
交
通
事
故
相
談

安
中
交
通
安
全
協
会

毎
週
火
・
木
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
　
９
時
～
16
時

※
要
電
話
予
約
（
☎
38
2－
02
11
）

松
井
田
交
通
安
全
協
会

月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
　
13
時
～
16
時

相
  談
  案
  内

給
水
管
修
理
当
番
業
者
（
５
月
１
日
～
６
月
１
５
日
） 　
上
水
道
と
簡
易
水
道
の
給
水
管
の
修
理
は
、
業
者
で
行
っ
て
い
ま
す
の
で
漏

水
な
ど
の
修
理
は
、
そ
の
日
の
当
番
業
者
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
修
理
代
は

実
費
で
す
。

【
安
中
市
管
工
事
協
同
組
合
　

３
８
５
－
４
４
０
１
】

今
川
設
備

㈲
入
沢
電
気
商
会

碓
氷
設
備

㈲
内
堀
設
備
工
事

㈲
金
子
屋
商
店

㈲
黒
須
設
備
工
業

群
栄
工
業
㈱

児
玉
工
業
㈲

㈲
佐
藤
商
店

佐
藤
燃
料
㈱

㈲
渋
谷
設
備

業
　
者
　
名

Ｔ
Ｅ
Ｌ

Ｔ
Ｅ
Ｌ

業
　
者
　
名

38
2-
94
33

38
2-
16
09

38
1-
27
30

39
3-
01
57

39
3-
03
32

38
1-
11
48

39
3-
10
12

39
3-
31
18

39
5-
23
23

38
1-
11
11

38
1-
12
62

㈲
ジ
ー
ワ
イ
燃
設

㈲
須
藤
工
業

㈲
武
美
工
業

㈲
田
中
工
作
所

㈱
半
田
組

㈲
福
美
商
事

㈲
松
本
住
設

㈱
茂
木
設
備

㈲
山
田
タ
イ
ル
工
業

㈱
ヤ
マ
ハ
チ
・
ク
ボ
ニ
ワ

㈱
ユ
タ
カ

38
2-
28
91

38
1-
23
22

38
2-
50
61

38
5-
41
26

38
5-
83
74

38
1-
02
93

38
5-
62
78

38
5-
80
42

38
1-
00
75

38
1-
04
35

38
5-
76
47
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Ｊ
・
Ｌ
・
Ｓ

Ａ
・
Ｔ
・
Ｖ

Ｇ
・
Ｋ
・
Ｍ

Ｃ
・
Ｄ
・
Ｒ

Ｅ
・
Ｎ
・
Ｕ

Ｂ
・
Ｈ
・
Ｑ

Ｉ
・
Ｊ
・
Ｏ

Ａ
・
Ｆ
・
Ｐ

Ｌ
・
Ｍ
・
Ｓ

Ｃ
・
Ｔ
・
Ｖ

Ｇ
・
Ｋ
・
Ｕ

Ｂ
・
Ｄ
・
Ｒ

Ｅ
・
Ｊ
・
Ｎ

Ａ
・
Ｈ
・
Ｑ

Ｉ
・
Ｍ
・
Ｏ

１
日
２
日
３
日
４
日
５
日
６
日
７
日
８
日
９
日

10
日

11
日

12
日

13
日

14
日

15
日

Ｃ
・
Ｆ
・
Ｐ

Ｌ
・
Ｓ
・
Ｕ

Ｂ
・
Ｔ
・
Ｖ

Ｇ
・
Ｊ
・
Ｋ

Ａ
・
Ｄ
・
Ｒ

Ｅ
・
Ｍ
・
Ｎ

Ｃ
・
Ｈ
・
Ｑ

Ｉ
・
Ｏ
・
Ｕ

Ｂ
・
Ｆ
・
Ｐ

Ｊ
・
Ｌ
・
Ｓ

Ａ
・
Ｔ
・
Ｖ

Ｇ
・
Ｋ
・
Ｍ

Ｃ
・
Ｄ
・
Ｒ

Ｅ
・
Ｎ
・
Ｕ

Ｂ
・
Ｈ
・
Ｑ

Ｉ
・
Ｊ
・
Ｏ

16
日

17
日

18
日

19
日

20
日

21
日

22
日

23
日

24
日

25
日

26
日

27
日

28
日

29
日

30
日

31
日

Ａ
・
Ｆ
・
Ｐ

Ｌ
・
Ｍ
・
Ｓ

Ｃ
・
Ｔ
・
Ｖ

Ｇ
・
Ｋ
・
Ｕ

Ｂ
・
Ｄ
・
Ｒ

Ｅ
・
Ｊ
・
Ｎ

Ａ
・
Ｈ
・
Ｑ

Ｉ
・
Ｍ
・
Ｏ

Ｃ
・
Ｆ
・
Ｐ

Ｌ
・
Ｓ
・
Ｕ

Ｂ
・
Ｔ
・
Ｖ

Ｇ
・
Ｊ
・
Ｋ

Ａ
・
Ｄ
・
Ｒ

Ｅ
・
Ｍ
・
Ｎ

Ｃ
・
Ｈ
・
Ｑ

１
日
２
日
３
日
４
日
５
日
６
日
７
日
８
日
９
日

10
日

11
日

12
日

13
日

14
日

15
日

５
月
１
日
→
６
月
１
５
日

健
康
通
信

　
５
月
は
大
腸
が
ん
検
診
容
器
配
布
、５
・
６
月
は
胃
が
ん
検
診
・
大
腸

が
ん
検
診
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、子
宮
が
ん
、乳
が
ん
個
別
健
診
が
６
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　
申
込
者
に
対
し
て
受
診
票
が
個
別
に
郵
送
さ
れ
ま
す
。日
時
・
会
場
な

ど
は
通
知
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。申
し
込
ん
で
い
な
い
人
で
受
診
を
希
望
す
る

人
は
、本
庁
健
康
課（
☎
３
８
２
－
１
１
１
１
）に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

本
庁
市
民
課
　
休
日
窓
口
開
設
日

5
月
3・
17
日
（
日
）　
６
月
7
日
（
日
）

午
前
８
時
30
分
～
正
午

業
務
内
容

　
○
住
民
票
の
写
し
の
交
付

　
○
戸
籍
謄
本
・
抄
本
の
発
行

　
○
印
鑑
証
明
書
の
発
行

　
○
そ
の
他
市
民
課
取
扱
各
種
証
明
書
の
発
行

5　
　
　
月

6　
月
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２
０
０
９
爆
笑
ラ
イ

２
０
０
９
爆
笑
ラ
イ
ブ
in
ま
つ
い
だ

ま
つ
い
だ

２
０
０
９
爆
笑
ラ
イ

２
０
０
９
爆
笑
ラ
イ
ブ
in
ま
つ
い
だ

ま
つ
い
だ

桂
文
珍
47
都
道
府
県
・
全
国
独
演
会
ツ
ア
ー

　
　
　
　
　

〜
に
っ
ぽ
ん
！
ハ
ハ
ハ
!!
〜

第
35
回

安
政
遠
足
侍
マ
ラ
ソ
ン

第
35
回

安
政
遠
足
侍
マ
ラ
ソ
ン

第
35
回

安
政
遠
足
侍
マ
ラ
ソ
ン

第
49
回
碓
氷
関
所
大
祭

第
49
回
碓
氷
関
所
大
祭

第
49
回
碓
氷
関
所
大
祭

フ
ェ
ス
タ「
大
江
戸
」in
あ
ん
な
か
開
催

フ
ェ
ス
タ「
大
江
戸
」in
あ
ん
な
か
開
催

フ
ェ
ス
タ「
大
江
戸
」in
あ
ん
な
か
開
催

　

毎
年
恒
例
の
侍
マ
ラ
ソ
ン
が
今
年
も
開
催
さ
れ
ま
す
。
選
手
の
力
走

に
皆
さ
ん
の
あ
つ
い
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時
▼
５
月
10
日
（
日
）

ス
タ
ー
ト
▼
午
前
８
時　

安
中
城
址
（
安
中
文
化
セ
ン
タ
ー
）　

参
加
人
数
▼
１
，
９
８
０
人

問
合
せ
▼
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
☎
３
８
２

－

２
５
０
０
）

※

そ
の
ほ
か
に
も
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

　
「
安
政
遠
足
」
の
ス
タ
ー
ト
直
後
か
ら
、
催
し
物
を
開
催
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
▼
５
月
10
日
（
日
）　

午
前
８
時
〜
午
後
１
時

場
所
▼
安
中
市
文
化
セ
ン
タ
ー
入
口
付
近

　
　
　
（
武
家
長
屋
・
郡
奉
行
宅
周
辺
）

内
容
▼
無
料
福
引
会
（
特
等
：
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ペ
ア
チ
ケ
ッ
ト
）・
わ
ら

じ
飛
ば
し
大
会
・
安
中
か
る
た
大
会
・
爆
笑
大
江
戸
カ
ー
ペ
ッ
ト
・
お

茶
会
・
露
店
な
ど

募
集
▼
〇
わ
ら
じ
飛
ば
し
大
会
（
小
学
生
以
下
）

　
　
　

〇
安
中
か
る
た
大
会

　
　
　

※

ど
ち
ら
も
参
加
費
無
料
、
賞
品
多
数

問
合
せ
▼（
社
）
安
中
青
年
会
議
所

　
　
　
　
（
☎
３
８
２

－

２
８
２
４
）

日
時
▼
５
月
10
日
（
日
）　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所
▼
松
井
田
町
横
川　

碓
氷
関
所
跡

内
容
▼
郷
土
芸
能
、
露
天
商
や
お
楽
し
み
行
事
な
ど

問
合
せ
▼
支
所
地
域
振
興
課
（
☎
３
８
２

－

１
１
１
１
）

日時 ▼６月 14日 ( 日 )
　　　午後２時～・午後５時～（開場は 30分前）
場所 ▼松井田文化会館
　　　※詳細は P15 をご覧ください
問合せ ▼松井田文化会館（☎３９３－４４００）

　ＴＶなどのお笑い番組でおなじみの人気芸人
が大集合します。ぜひ、この機会にご覧になっ
てください。

　昨年、落語家として初めて全国 47 都
道府県を回り、全 54 カ所 71 公演にお
よぶ公演は延べ７万人を動員しました。
今や最も客を呼べる噺家であるといっ
ても過言ではない、桂文珍の熟練の域
に達した落語をお楽しみください。

日時 ▼７月 11日 ( 土 )
　　　午後３時～（開場：午後２時）
場所 ▼安中市文化センター
　　　※詳細は P15 をご覧ください
問合せ ▼安中市文化センター（☎３８1－０５８６）

バ
カ
リ
ズ
ム

バ
カ
リ
ズ
ム

イ
ン
パ
ル
ス

イ
ン
パ
ル
ス

イ
ン
パ
ル
ス

Ｗ
エ
ン
ジ
ン

Ｗ
エ
ン
ジ
ン

Ｗ
エ
ン
ジ
ン

大
西
ラ
イ
オ
ン

大
西
ラ
イ
オ
ン

大
西
ラ
イ
オ
ン

バ
カ
リ
ズ
ム

超
新
塾

超
新
塾

超
新
塾

ゴ
ー
ギ
ャ
ン
職
人

ゴ
ー
ギ
ャ
ン
職
人

ゴ
ー
ギ
ャ
ン
職
人


